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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率
についての段階毎の性能内容を算出することができる遊
技機を提供する。
【解決手段】第１の条件の成立に基づいて第１の値を計
測する第１計測手段と、第２の条件の成立に基づいて第
２の値を計測する第２計測手段と、第１の値及び第２の
値に基づいて、所定の情報を算出する算出手段（ステッ
プＳ１６１、ステップＳ１６３、ステップＳ１６５～ス
テップＳ１６８）と、所定の情報を表示可能な第１表示
手段と、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率
を複数の段階から選択的に設定可能な設定値を表示する
第２表示手段と、を備え、算出手段（ステップＳ１６１
、ステップＳ１６３、ステップＳ１６５～ステップＳ１
６８）は、所定の情報として、設定値毎の共通の情報（
ベース値）と、設定値毎に異なる情報（ｙ６役物比率、
ｙＡ役物比率）を算出可能としている。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の条件の成立に基づいて第１の値を計測する第１計測手段と、
　第２の条件の成立に基づいて第２の値を計測する第２計測手段と、
　少なくとも前記第１の値及び前記第２の値に基づいて、所定の情報を算出する算出手段
と、
　前記所定の情報を表示可能な第１表示手段と、
　遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率を複数の段階から選択的に設定可能な設
定値を表示する第２表示手段と、を備え、
　前記算出手段は、前記所定の情報として、前記設定値毎に共通の第１情報と、前記設定
値毎に異なる第２情報を算出可能としてなる遊技機。
【請求項２】
　前記算出手段は、前記設定値の変更処理がされると、該変更処理がされた設定値に応じ
た前記第２情報の算出を新たに開始してなる請求項１に記載の遊技機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機、アレンジボール機、雀球遊技機、スロットなどの遊技機に関し
、より詳しくは、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率についての段階毎の性能
内容を算出することができる遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のパチンコ機等の遊技機として、例えば特許文献１に記載のような遊技機が知られ
ている。この遊技機は、複数個の入賞口を備え、遊技球が入賞口に入球することに応じて
賞球するというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－０６６２６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、上記のような入賞数や賞球数（所定の遊技価値の払出し数）等に基づ
く性能内容及び遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率を複数の段階から選択的に
設定可能とした際の設定値を確認したいという要望が高まってきている。
【０００５】
　しかしながら、上記のような遊技機は、入賞数や賞球数（所定の遊技価値の払出し数）
或いは役物の動作に基づく性能内容（ベース、役物比率等）及び設定値を確認することが
できないという問題があった。そこで、そのような性能内容及び設定値を確認することが
できる表示装置を設けることが考えられる。しかしながら、単に、表示装置を設けただけ
では、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率についての段階毎の性能内容を算出
することができないという問題があった。
【０００６】
　そこで本発明は、上記問題に鑑み、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率につ
いての段階毎の性能内容を算出することができる遊技機を提供することを目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記本発明の目的は、以下の手段によって達成される。なお、括弧内は、後述する実施
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形態の参照符号を付したものであるが、本発明はこれに限定されるものではない。
【０００８】
　請求項１の発明に係る遊技機によれば、第１の条件の成立に基づいて第１の値を計測す
る第１計測手段と、
　第２の条件の成立に基づいて第２の値を計測する第２計測手段と、
　少なくとも前記第１の値及び前記第２の値に基づいて、所定の情報を算出する算出手段
（例えば、図１６に示すステップＳ１６１、ステップＳ１６３、ステップＳ１６５～ステ
ップＳ１６８）と、
　前記所定の情報を表示可能な第１表示手段（例えば、図７，図８（ａ）に示す計測表示
装置６１０）と、
　遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率を複数の段階から選択的に設定可能な設
定値を表示する第２表示手段（例えば、図７，図８（ｂ）に示す設定表示装置６２０）と
、を備え、
　前記算出手段（例えば、図１６に示すステップＳ１６１、ステップＳ１６３、ステップ
Ｓ１６５～ステップＳ１６８）は、前記所定の情報として、前記設定値毎に共通の第１情
報（例えば、図１６に示すベース値）と、前記設定値毎に異なる第２情報（例えば、図１
６に示すｙ６役物比率、ｙＡ役物比率）を算出可能としてなることを特徴としている。
【０００９】
　また、請求項２の発明に係る遊技機によれば、上記請求項１に記載の遊技機において、
前記算出手段（例えば、図１４に示すステップＳ１０２、図１６に示すステップＳ１６１
、ステップＳ１６３、ステップＳ１６５～ステップＳ１６８）は、前記設定値の変更処理
がされると、該変更処理がされた設定値に応じた前記第２情報の算出を新たに開始してな
ることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率についての段階毎の性
能内容を算出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る遊技機の外観を示す斜視図である。
【図２】同実施形態に係る遊技盤を装着する前の遊技機の扉を開放した状態を示す正面側
の斜視図である。
【図３】同実施形態に係る遊技盤を装着する前の遊技機の扉を開放した状態を示す正面図
である。
【図４】同実施形態に係る遊技機の外観を示す背面側の斜視図である。
【図５】同実施形態に係る遊技盤の正面図である。
【図６】図５に示すＸ部分を拡大表示した正面斜視図である。
【図７】同実施形態に係る遊技機の制御装置を示すブロック図である。
【図８】（ａ）は同実施形態に係る計測表示装置の詳細図、（ｂ）は同実施形態に係る設
定表示装置の詳細図である。
【図９】（ａ）は同実施形態に係る主制御ＲＡＭのメモリ領域を示し、（ｂ）は同実施形
態に係る主制御ＲＯＭのメモリ領域を示すメモリマップを説明する説明図である。
【図１０】同実施形態に係る主制御のメイン処理を説明するフローチャート図である。
【図１１】図１０に示すメイン処理とは異なる他の実施形態のメイン処理を説明するフロ
ーチャート図である。
【図１２】図１０，図１１に示すメイン処理中入力管理処理を説明するフローチャート図
である。
【図１３】図１０，図１１に示す賞球入賞数管理処理１を説明するフローチャート図であ
る。
【図１４】図１３に示す計測用ＲＡＭ領域の初期設定を説明するフローチャート図である
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。
【図１５】図１３に示すカウント処理を説明するフローチャート図である。
【図１６】図１３に示す計数処理を説明するフローチャート図である。
【図１７】図１６に示す計数処理とは異なる他の実施形態の計数処理を説明するフローチ
ャート図である。
【図１８】同実施形態に係る主制御のタイマ割込み処理を説明するフローチャート図であ
る。
【図１９】図１８に示すスイッチ入力処理を説明するフローチャート図である。
【図２０】図１９に示す入賞無効処理を説明するフローチャート図である。
【図２１】図１８に示す賞球管理処理を説明するフローチャート図である。
【図２２】図１８に示す普通図柄処理を説明するフローチャート図である。
【図２３】図１８に示す特別図柄処理を説明するフローチャート図である。
【図２４】図２３に示す始動口チェック処理１（２）を説明するフローチャート図である
。
【図２５】（ａ）は普通図柄の当否抽選を実行する際に使用される普通図柄当たり判定テ
ーブルを示し、（ｂ）は特別図柄の当否抽選を実行する際に使用される特別図柄大当たり
判定テーブルを示し、（ｃ）は特別図柄の当否抽選を実行する際に使用される特別図柄小
当たり判定テーブルを示す図である。
【図２６】図１８に示す設定確認処理を説明するフローチャート図である。
【図２７】図１８に示す賞球入賞数管理処理２を説明するフローチャート図である。
【図２８】図２７に示す表示更新処理を説明するフローチャート図である。
【図２９】コモン設定、７セグメント出力処理を説明するフローチャート図である。
【図３０】計測表示装置用設定処理を説明するフローチャート図である。
【図３１】計測表示装置用出力処理を説明するフローチャート図である。
【図３２】スロット遊技機におけるカウント処理を説明するフローチャート図である。
【図３３】図３２に示す計数処理を説明するフローチャート図である。
【図３４】スロット遊技機における表示更新処理を説明するフローチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る遊技機の一実施形態を、パチンコ遊技機を例にして、図面を参照し
て具体的に説明する。なお、以下の説明において、上下左右の方向を示す場合は、図示正
面から見た場合の上下左右をいうものとする。
【００１３】
＜パチンコ遊技機外観構成の説明＞
　まず、図１～図６を参照して、本実施形態に係るパチンコ遊技機の外観構成を説明する
。
【００１４】
＜パチンコ遊技機前面の外観構成の説明＞
　図１に示すように、パチンコ遊技機１は、木製の外枠２と、この外枠２の前面に、左側
面に設けられているヒンジ４ａ（図２参照）を介して縦軸心廻りに開閉自在及び着脱自在
に枢着された矩形状の前面枠３とを備えている。
【００１５】
　この前面枠３は、図２及び図３に示すように、上部装着部５と、この上部装着部５の下
側に設けられた下部装着部６とを備えている。この上部装着部５の前側には、上記ヒンジ
４ａを介して縦軸心廻りに開閉自在及び着脱自在に枢着された透明ガラスを支持した上部
開閉扉７が設けられ、下部装着部６の前側には、下部開閉扉８がヒンジ４ａと同じ側に設
けられたヒンジ４ｂにより開閉自在及び着脱自在に枢着されている。
【００１６】
　そして、この下部開閉扉８には、図１に示すように、排出された遊技球を貯留する上受
け皿９と、この上受け皿９が満杯になったときにその余剰球を受けて貯留する下受け皿１



(5) JP 2020-5686 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

０とが一体形成されている。また、下部開閉扉８には、球貸しボタン１１及びプリペイド
カード排出ボタン１２（カード返却ボタン１２）が設けられ、そして、上受け皿９の上皿
表面部分には、内蔵ランプ（図示せず）点灯時に押下することにより演出効果を変化させ
ることができる押しボタン式の演出ボタン装置１３が設けられている。また、この上受け
皿９には、当該上受け皿９に貯留された遊技球を下方に抜くための球抜きボタン１４が設
けられ、さらに、略十字キーからなる設定ボタン１５が設けられている。この設定ボタン
１５は、遊技者による操作が可能なもので、中央部に設けられた円形の決定キー１５ａと
、その決定キー１５ａの図示上側に設けられた三角形状の上キー１５ｂと、その決定キー
１５ａの図示左側に設けられた三角形状の左キー１５ｃと、その決定キー１５ａの図示右
側に設けられた三角形状の右キー１５ｄと、その決定キー１５ａの図示下側に設けられた
三角形状の下キー１５ｅとで構成されている。
【００１７】
　一方、下部開閉扉８の右端部側には、図１に示すように、発射ユニットを作動させるた
めの発射ハンドル１６が設けられ、図１～図３に示すように、前面枠３の上部両側面側及
び発射ハンドル１６の近傍には、ＢＧＭ（Ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ　ｍｕｓｉｃ）あるいは
効果音を発するスピーカ１７が設けられている。そして、上部開閉扉７及び下部開閉扉８
の各所には、光の装飾による演出効果を現出するＬＥＤランプ等の装飾ランプが配置され
ている。
【００１８】
　他方、上部装着部５には、図２及び図３に示すように、遊技盤装着枠１８が設けられて
おり、この遊技盤装着枠１８に遊技盤ＹＢ（図１参照）が、図５に示す遊技領域４０を前
面に臨ませた状態で装着され、遊技盤装着枠１８内に固定されることとなる。すなわち、
図３に示すように、上部装着部５には、右側面側下部に複数の接続用コネクタ１９（図示
では４個）が設けられているため、これら接続用コネクタ１９に、遊技盤ＹＢの背面に設
けられた被接続用コネクタ（図示せず）が接続されることで、遊技盤装着枠１８内に遊技
盤ＹＢが装着される。そして、右側面側上下方向に設けられた固定具２０ａ，２０ｂによ
って遊技盤装着枠１８内に遊技盤ＹＢが固定されることとなる。これにより、遊技盤装着
枠１８内に遊技盤ＹＢが装着され、もって、その遊技盤ＹＢの遊技領域４０の前側に、透
明ガラスを支持した上部開閉扉７が設けられることとなる（図１参照）。なお、上記遊技
領域４０は、遊技盤ＹＢの面上に配置された球誘導レールＵＲ（図５参照）で囲まれた領
域からなるものである。
【００１９】
　一方、下部装着部６には、図２及び図３に示すように、左右方向略中央に発射機構２１
が配置され、その発射機構２１の右側には、スピーカ１７が配置されている。この発射機
構２１は、図３に示すように、板金製の支持板２２と、この支持板２２の前面に装着され
た発射レール２３と、支持板２２の前面に装着され且つ発射用の遊技球を発射レール２３
上の発射待機位置２４に保持する球保持部２５と、支持板２２の前面で前後方向の駆動軸
２６廻りに揺動自在に支持された打撃槌２７と、支持板２２の裏側に装着され、且つ、打
撃槌２７を、駆動軸２６を介して打撃方向に駆動する発射モータを備えた発射制御基板７
１とを備えている。
【００２０】
＜遊技盤の外観構成の説明＞
　他方、上記遊技盤ＹＢの遊技領域４０には、図５に示すように、略中央部にＬＣＤ（Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等からなる液晶表示装置４１が配置され
ている。この液晶表示装置４１は、表示エリアを左、中、右の３つのエリアに分割し、独
立して数字やキャラクタ、文字（キャラクタの会話や歌詞テロップ等）あるいは特別図柄
の変動表示が可能なものである。そしてこのような液晶表示装置４１の周囲には、装飾用
の上飾り４２ａ、左飾り４２ｂ、右飾り４２ｃが設けられており、この上飾り４２ａ、左
飾り４２ｂ、右飾り４２ｃの背面側には可動役物装置４３が配置されている。
【００２１】
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　この可動役物装置４３は、図５に示すように、遊技の進行に伴い所定の演出動作を行う
上可動役物４３ａと、左可動役物４３ｂと、右可動役物４３ｃと、左上可動役物４３ｄと
、さらに、上・左・右・左上可動役物４３ａ～４３ｄを、夫々、駆動する２相のステッピ
ングモータ等のモータ（図示せず）とで構成されている。なお、これら上・左・右・左上
可動役物４３ａ～４３ｄには、光の装飾により演出効果を現出するＬＥＤランプ等の装飾
ランプが配置されている。
【００２２】
　一方、液晶表示装置４１の真下には、特別図柄１始動口４４が配置され、その内部には
入賞球を検出する特別図柄１始動口スイッチ４４ａ（図７参照）が設けられている。そし
てこの特別図柄１始動口スイッチ４４ａ（図７参照）が検出した有効入賞球数、すなわち
、第１始動保留球数が所定数（例えば、４個）液晶表示装置４１に表示されることとなる
。なお、この第１始動保留球数は、特別図柄１始動口４４へ遊技球が入賞し、特別図柄１
始動口スイッチ４４ａ（図７参照）にて検出されると、１加算（＋１）され、数字やキャ
ラクタあるいは図柄（装飾図柄）等の特別図柄の変動表示が開始されると、１減算（－１
）されるというものである。
【００２３】
　他方、液晶表示装置４１の右下部側には、特別図柄２始動口４５が配置され、その内部
には入賞球を検出する特別図柄２始動口スイッチ４５ａ（図７参照）が設けられている。
そしてこの特別図柄２始動口スイッチ４５ａ（図７参照）が検出した有効入賞球数、すな
わち、第２始動保留球数が所定数（例えば、４個）液晶表示装置４１に表示されることと
なる。なお、この第２始動保留球数は、特別図柄２始動口４５へ遊技球が入賞し、特別図
柄２始動口スイッチ４５ａ（図７参照）にて検出されると、１加算（＋１）され、数字や
キャラクタあるいは図柄（装飾図柄）等の特別図柄の変動表示が開始されると、１減算（
－１）されるというものである。
【００２４】
　一方、この特別図柄２始動口４５は、図５に示すように、開閉部材４５ｂを備えており
、この開閉部材４５ｂが開放した場合に遊技球が入賞し易い状態となる。この開閉部材４
５ｂは、後述する普通図柄の抽選に当選した場合に、所定回数、所定時間開放するもので
、普通電動役物ソレノイド４５ｃ（図７参照）によって開閉動作が制御されている。なお
、以下では、このような開閉部材４５ｂ及び普通電動役物ソレノイド４５ｃを合せた装置
を普通電動役物と称することがある。
【００２５】
　他方、特別図柄１始動口４４の右側には、図５に示すように、入賞装置４６が配置され
ている。この入賞装置４６は、後述する特別図柄の抽選に当選したとき、すなわち大当た
りしたことにより発生する特別遊技状態の際、開閉扉４６ａにて閉止されている図示しな
い大入賞口が開放するように開閉扉４６ａが特別電動役物ソレノイド４６ｂ（図７参照）
によって駆動制御され、遊技球が大入賞口（図示せず）に入球可能となる。なお、この大
入賞口（図示せず）に入球した遊技球は入賞球として大入賞口（図示せず）内部に設けら
れている大入賞口スイッチ４６ｃ（図７参照）によって検出される。
【００２６】
　一方、特別図柄の抽選に当選していないとき、すなわち、特別遊技状態でない場合は、
特別電動役物ソレノイド４６ｂ（図７参照）によって開閉扉４６ａが駆動制御され、大入
賞口（図示せず）が閉止される。これにより、大入賞口（図示せず）内に遊技球が入球す
ることができなくなる。なお、以下では、このような開閉扉４６ａ及び特別電動役物ソレ
ノイド４６ｂを合せた装置を特別電動役物と称することがある。
【００２７】
　他方、液晶表示装置４１の右上部には、図５に示すように、ゲートからなる普通図柄始
動口４７が配置され、その内部には、遊技球の通過を検出する普通図柄始動口スイッチ４
７ａ（図７参照）が設けられている。また、上記入賞装置４６の右側及び上記特別図柄１
始動口４４の左側には、一般入賞口４８が夫々配置されている。この一般入賞口４８は、
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上記入賞装置４６の右側に配置されている右上一般入賞口４８ａと、上記特別図柄１始動
口４４の左側に配置されている左上一般入賞口４８ｂと、左中一般入賞口４８ｃと、左下
一般入賞口４８ｄとで構成されている。そして、右上一般入賞口４８ａの内部には遊技球
の通過を検出する右上一般入賞口スイッチ４８ａ１（図７参照）が設けられ、左上一般入
賞口４８ｂの内部には遊技球の通過を検出する左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１（図７参
照）が設けられ、左中一般入賞口４８ｃの内部には遊技球の通過を検出する左中一般入賞
口スイッチ４８ｃ１（図７参照）が設けられ、左下一般入賞口４８ｄの内部には遊技球の
通過を検出する左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１（図７参照）が設けられている。
【００２８】
　一方、特別図柄１始動口４４の真下には、入賞することなく遊技領域４０最下流部まで
流下してきた遊技球（アウト球）が入球されるアウト口４９が配置されている。なお、こ
のアウト口４９に入球した遊技球は非入賞球として内部に設けられているアウト口スイッ
チ４９ａ（図７参照）によって検出され、さらに、上述した入賞球も遊技盤４の背面側を
通って最下流部まで流下することとなるため、アウト口スイッチ４９ａ（図７参照）によ
って検出されることとなる。それゆえ、アウト口スイッチ４９ａ（図７参照）は、排出さ
れたアウト総数、すなわち、発射ハンドル１６にて遊技領域４０に発射された遊技球と同
数の遊技球を検出することとなる。
【００２９】
　他方、上記遊技盤４の遊技領域４０の右下周縁部には、７セグメントが３個並べて構成
されており、そのうち２個の７セグメントが特別図柄表示装置５０であり、他の７セグメ
ントは特別図柄１や特別図柄２の始動保留球数を表示するものである。この特別図柄表示
装置５０は、図５に示すように、特別図柄１表示装置５０ａと特別図柄２表示装置５０ｂ
とで構成されており、その特別図柄１表示装置５０ａの左側には、２個のＬＥＤからなる
普通図柄表示装置５１が設けられている。なお、上記遊技盤４の遊技領域４０には、図示
はしないが複数の遊技釘が配置され、遊技球の落下方向変換部材としての風車５２が配置
されている。
【００３０】
　ところで、上記の説明においては、発射ハンドル１６にて遊技領域４０に発射された遊
技球と同数の遊技球を検出するにあたり、アウト口スイッチ４９ａ（図７参照）にて、排
出されたアウト総数を検出する例を示したが、それに限らず、図６に示すように、球誘導
レールＵＲに遊技球検出スイッチＵＲ１ａを備えた遊技球検出装置ＵＲ１を設けても良い
。すなわち、図６に示すように、発射ハンドル１６にて遊技領域４０に向って発射された
遊技球ＹＫは、球誘導レールＵＲに沿って矢印Ｙ１方向に移動することとなる。そして、
その矢印Ｙ１方向に移動した遊技球ＹＫが、遊技球検出スイッチＵＲ１ａに接触すると、
遊技球検出装置ＵＲ１は、発射ハンドル１６にて発射された遊技球を検出することとなる
。しかして、このようにしても、発射ハンドル１６にて遊技領域４０に発射された遊技球
と同数の遊技球を検出することができる。
【００３１】
　ところで、このような遊技球検出スイッチＵＲ１ａを備えた遊技球検出装置ＵＲ１を設
けるにあたり、発射ハンドル１６にて遊技領域４０に向って発射された遊技球ＹＫが球誘
導レールＵＲの先端部ＵＲａに移動し、遊技領域４０内に到達すれば何ら問題はないが、
発射ハンドル１６にて遊技領域４０に向って発射された遊技球ＹＫの勢いが弱く、図６に
示す矢印Ｙ２方向に遊技球ＹＫが落下し、球誘導レールＵＲ内に侵入した際、遊技球ＹＫ
は、図６に示す矢印Ｙ３方向・矢印Ｙ４方向に移動しながら、遊技領域４０内に到達する
こととなる。この際、球誘導レールＵＲ内に侵入した遊技球ＹＫが遊技球検出装置ＵＲ１
に接触（衝突）すると、遊技球検出装置ＵＲ１が遊技球検出スイッチＵＲ１ａに遊技球Ｙ
Ｋが接触したと勘違いし、誤検出する可能性がある。
【００３２】
　そこで、本実施形態においては、遊技球検出装置ＵＲ１に遊技球ＹＫが接触（衝突）し
ないよう、遊技球検出装置ＵＲ１の上部側（図示右側）、すなわち、球誘導レールＵＲ内
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に位置する部分を覆うように防護壁ＵＲ２を設けている。これにより、球誘導レールＵＲ
内に侵入した遊技球ＹＫは、遊技球検出装置ＵＲ１に接触（衝突）せず、防護壁ＵＲ２に
接触（衝突）することとなるから、誤検出を防止することできる。
【００３３】
　一方、誤検出を防止する方法として、防護壁ＵＲ２を設けず、プログラム処理で対応す
ることも可能である。すなわち、遊技球検出装置ＵＲ１が遊技球検出スイッチＵＲ１ａに
遊技球ＹＫが接触したことを検出した後、一定期間（例えば、４００ｍｓ）検出無効期間
を設けるようにしても良い。このようにしても、球誘導レールＵＲ内に侵入した遊技球Ｙ
Ｋが遊技球検出装置ＵＲ１に接触（衝突）する場合、上記の検出無効期間内に接触（衝突
）する可能性が高いため、もって、誤検出を防止することができる。なお、この一定期間
（例えば、４００ｍｓ）は、発射ハンドル１６にて遊技領域４０に発射される間隔（例え
ば、６００ｍｓ）よりも短くするのが好ましい。また、遊技球検出装置ＵＲ１に何らかの
不具合が発生し、例えば、１０００ｍｓ区間、遊技球検出装置ＵＲ１が遊技球検出スイッ
チＵＲ１ａに遊技球ＹＫが接触したことを検出し続けていた場合、遊技球検出装置ＵＲ１
に何らかの不具合が発生したとし、エラーを報知するようにしても良い。
【００３４】
＜パチンコ遊技機背面の外観構成の説明＞
　かくして、このように構成されるパチンコ遊技機１の背面は、図４に示すように、遊技
盤装着枠１８を覆って遊技盤ＹＢを裏側から押さえる枠体状の裏機構板５３が取付けられ
ている。そして、この裏機構板５３の上部右側寄りには、パチンコホール側島設備の遊技
球補給装置（図示せず）から供給される遊技球を貯留する遊技球貯留タンク５４が設けら
れ、さらには、その遊技球貯留タンク５４から球を導出するタンクレール５５が設けられ
ている。
【００３５】
　このタンクレール５５の傾斜下端には、払出し装置５６と払出し通路５７とが装着され
ており、遊技球が大入賞口（図示せず）等の入賞口に入賞した時、又は、遊技球貸出装置
（図示せず）から球貸し指令があった時に、遊技球貯留タンク５４内の遊技球を、タンク
レール５５を経て払出し装置５６により払出し、その遊技球を、払出し通路５７を経て上
受け皿９（図１参照）に案内するようになっている。
【００３６】
　また、裏機構板５３の略中央には、遊技盤ＹＢの裏側に着脱自在に装着された透明の裏
カバー５８（図３も参照）が装着されており、この裏カバー５８内には、演出制御基板９
０を収納した透明の演出制御基板ケース９０ａと、液晶制御基板１２０を収納した透明の
液晶基板ケース１２０ａとが着脱自在に設けられている。そして、演出制御基板ケース９
０ａの下方には、内部に主制御基板６０を収納した透明な主制御基板ケース６０ａが着脱
自在に設けられ、この主制御基板ケース６０ａの下方には、払出制御基板７０を収納した
透明な払出制御基板ケース７０ａが着脱自在に設けられている。さらに、この主制御基板
ケース６０ａの下方には、電源基板１３０を収納した電源基板ケース１３０ａが着脱自在
に設けられている。
【００３７】
＜制御装置の説明＞
　次に、上記のような外観構成からなるパチンコ遊技機１内に設けられる遊技の進行状況
に応じて電子制御を行う制御装置を、図７を用いて説明する。この制御装置は、図７に示
すように、遊技動作全般の制御を司る主制御基板６０と、その主制御基板６０からの制御
コマンドに基づいて遊技球を払出す払出制御基板７０と、画像と光と音についての制御を
行うサブ制御基板８０とで主に構成されている。なお、サブ制御基板８０は、図７に示す
ように、演出制御基板９０と、装飾ランプ基板１００と、液晶制御基板１２０とで構成さ
れている。
【００３８】
＜主制御基板に関する説明＞
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　主制御基板６０は、主制御ＣＰＵ６００ａと、一連の遊技制御手順を記述した遊技プロ
グラム等を格納した主制御ＲＯＭ６００ｂと、作業領域やバッファメモリ等として機能す
る主制御ＲＡＭ６００ｃとで構成されたワンチップマイクロコンピュータ６００と、低確
時（当たり抽選確率が通常の低確率状態）に幾らの賞球がされたかの比率等に関する内容
を表示する７セグメントからなる計測表示装置６１０と、遊技者に有利な特別遊技状態を
発生させる確率の設定内容を表示する７セグメントからなる設定表示装置６２０と、ＲＡ
Ｍクリアスイッチ６３０と、設定キースイッチ６４０と、設定変更スイッチ６５０と、を
主に搭載している。
【００３９】
　そして、このように構成される主制御基板６０には、払出モータＭを制御して遊技球を
払出す払出制御基板７０が接続されている。そしてさらには、特別図柄１始動口４４への
入賞を検出する特別図柄１始動口スイッチ４４ａと、特別図柄２始動口４５への入賞を検
出する特別図柄２始動口スイッチ４５ａと、普通図柄始動口４７の通過を検出する普通図
柄始動口スイッチ４７ａと、一般入賞口４８（右上一般入賞口４８ａ，左上一般入賞口４
８ｂ，左中一般入賞口４８ｃ，左下一般入賞口４８ｄ）への入賞を検出する右上一般入賞
口スイッチ４８ａ１，左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１，左中一般入賞口スイッチ４８ｃ
１，左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１と、開閉扉４６ａによって開放又は閉止される大入
賞口（図示せず）の入賞を検出する大入賞口スイッチ４６ｃと、発射ハンドル１６にて遊
技領域４０に発射された遊技球と同数の遊技球を検出可能なアウト口スイッチ４９ａとが
接続されている。またさらには、開閉部材４５ｂの動作を制御する普通電動役物ソレノイ
ド４５ｃと、開閉扉４６ａの動作を制御する特別電動役物ソレノイド４６ｂと、特別図柄
１表示装置５０ａと、特別図柄２表示装置５０ｂと、普通図柄表示装置５１とが接続され
ている。
【００４０】
　このように構成される主制御基板６０は、特別図柄１始動口スイッチ４４ａ又は特別図
柄２始動口スイッチ４５ａあるいは普通図柄始動口スイッチ４７ａからの信号を主制御Ｃ
ＰＵ６００ａにて受信すると、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させるか（いわゆる「
当たり」）、あるいは、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させないか（いわゆる「ハズ
レ」）の抽選を行い、その抽選結果である当否情報に応じて特別図柄の変動パターンや停
止図柄あるいは普通図柄の表示内容を決定し、その決定した情報を特別図柄１表示装置５
０ａ又は特別図柄２表示装置５０ｂあるいは普通図柄表示装置５１に送信する。これによ
り、特別図柄１表示装置５０ａ又は特別図柄２表示装置５０ｂあるいは普通図柄表示装置
５１に抽選結果が表示されることとなる。そしてさらに、主制御基板６０、すなわち、主
制御ＣＰＵ６００ａは、その決定した情報を含む演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤを生成し
、演出制御基板９０に送信する。なお、主制御基板６０、すなわち、主制御ＣＰＵ６００
ａが、特別図柄１始動口スイッチ４４ａ、特別図柄２始動口スイッチ４５ａ、右上一般入
賞口スイッチ４８ａ１、左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１、左中一般入賞口スイッチ４８
ｃ１、左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１、大入賞口スイッチ４６ｃからの信号を受信した
場合は、遊技者に幾らの遊技球を払い出すかを決定し、その決定した情報を含む払出制御
コマンドＰＡＹ_ＣＭＤを払出制御基板７０に送信することで、払出制御基板７０が遊技
者に遊技球を払出すこととなる。
【００４１】
　また、抽選を行った結果、普通図柄の抽選に当選した場合、開閉部材４５ｂが所定回数
、所定時間開放するように普通電動役物ソレノイド４５ｃが駆動制御され、特別図柄の抽
選に当選した場合、特別電動役物ソレノイド４６ｂが大入賞口（図示せず）を開放するよ
うに制御される。
【００４２】
　一方、主制御基板６０、すなわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄１始動口スイッ
チ４４ａ、特別図柄２始動口スイッチ４５ａ、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１、左上一
般入賞口スイッチ４８ｂ１、左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１、左下一般入賞口スイッチ
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４８ｄ１、大入賞口スイッチ４６ｃからの信号を受信する毎に、賞球数を計測し、アウト
口スイッチ４９ａからの信号を受信する毎に、排出された遊技球の総数を計測する。そし
て、主制御基板６０、すなわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、この計測した賞球数及び排出
された遊技球の総数に基づき、低確時に幾らの賞球がされたかの比率等に関する内容を計
測表示装置６１０に出力する。これにより、計測表示装置６１０に低確時に幾らの賞球が
されたかの比率等に関する内容が表示されることとなる。
【００４３】
　この計測表示装置６１０についてより詳しく説明すると、計測表示装置６１０は、図８
（ａ）に示すように、７セグメントからなる第１の計測表示装置６１０Ａと、７セグメン
トからなる第２の計測表示装置６１０Ｂと、７セグメントからなる第３の計測表示装置６
１０Ｃと、７セグメントからなる第４の計測表示装置６１０Ｄと、で構成されており、こ
の第１の計測表示装置６１０Ａ、第２の計測表示装置６１０Ｂ、第３の計測表示装置６１
０Ｃ、第４の計測表示装置６１０Ｄに低確時に幾らの賞球がされたかの比率等に関する内
容が表示されることとなる。
【００４４】
　一方、設定表示装置６２０は、図８（ｂ）に示すように、１個の７セグメントからなり
、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定内容を、例えば、「１」～「６」
の６段階で表示することができるようになっている。しかして、このような設定内容を変
更するにあたっては、設定キースイッチ６４０に専用キーを挿入し、ＯＮされると、設定
変更スイッチ６５０にて、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定内容を例
えば「１」～「６」の６段階で設定変更することができるようになっている（例えば、設
定「６」が、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率が最も高く、設定「１」が、
遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率が最も低くなっている）。そして、その設
定変更内容は、設定表示装置６２０に表示され、設定変更内容が確定すると、７セグメン
トの右下側にあるドットが点灯し、設定内容が確定したことが表示されるようになってい
る。なお、以下の説明において、設定変更スイッチ６５０は、遊技者に有利な特別遊技状
態を発生させる確率の設定内容を変更させる機能（設定変更機能）と、その設定変更内容
を確定させる機能（設定変更完了機能）を両方合わせ持つことを前提に説明するが、勿論
、設定変更スイッチ６５０は、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定内容
を変更させる機能だけを備え、その設定変更内容の確定は、別のスイッチを設けて行うよ
うにしても良い。
【００４５】
　他方、ＲＡＭクリアスイッチ６３０は、ＲＡＭクリアスイッチ６３０が押下されると、
主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）のメモリ領域は全てクリアされず、一部のメモリ領域
のみクリアされるようになっている。すなわち、主制御ＲＡＭ６００ｃは、図９（ａ）に
示すように、メモリ空間アドレス００００Ｈ番地～０２００Ｈ番地のうち、メモリ空間ア
ドレス００００Ｈ番地～０１００Ｈ番地までが、抽選処理等の遊技処理時の作業領域等と
して使用される通常用ＲＡＭ領域６００ｃａで、メモリ空間アドレス０１００Ｈ番地～０
１１０Ｈ番地までが、未使用領域６００ｃｂで、メモリ空間アドレス０１１０Ｈ番地～０
１３０Ｈ番地までが、抽選処理等の遊技処理時に使用される通常用スタック領域６００ｃ
ｃで、メモリ空間アドレス０１３０Ｈ番地～０１５０Ｈ番地までが、未使用領域６００ｃ
ｄで、メモリ空間アドレス０１５０Ｈ番地～０１９０Ｈ番地までが、主制御基板６０、す
なわち、主制御ＣＰＵ６００にて計測した賞球数，非入賞数を含む遊技領域４０に発射さ
れた遊技球の総数等を記憶する計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅで、メモリ空間アドレス０１
９０Ｈ番地～０１Ｅ０Ｈ番地までが、未使用領域６００ｃｆで、メモリ空間アドレス０１
Ｅ０Ｈ番地～０２００Ｈ番地までが、賞球数，非入賞数を含む遊技領域４０に発射された
遊技球の総数等を計測する等の際に使用される計測用スタック領域６００ｃｇで構成され
ている。
【００４６】
　かくして、このように構成された主制御ＲＡＭ６００ｃは、ＲＡＭクリアスイッチ６３
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０が押下された際、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ，計測用スタッ
ク領域６００ｃｇはクリアされず、通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ，通常用スタック領域６
００ｃｃがクリアされるようになっている。しかして、このようにすれば、計測した賞球
数，非入賞数を含む遊技領域４０に発射された遊技球の総数等が誤ってクリアされる事態
を防止することができる。なお、本実施形態においては、ＲＡＭクリアスイッチ６３０が
押下された際、通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ，通常用スタック領域６００ｃｃがクリアさ
れる例を示したが、それに限らず、未使用領域６００ｃｂ，６００ｃｄを含めて、メモリ
空間アドレス００００Ｈ番地～０１５０Ｈ番地までクリアされるようにしてもよい。
【００４７】
　また、通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ，通常用スタック領域６００ｃｃ，計測用ＲＡＭ領
域６００ｃｅ，計測用スタック領域６００ｃｇの各領域を下１桁が０から始まる番地から
開始し、通常用ＲＡＭ領域６００ｃａと通常用スタック領域６００ｃｃとの間に未使用領
域６００ｃｂを設け、又、通常用スタック領域６００ｃｃと計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ
との間に未使用領域６００ｃｄを設け、さらに、計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅと計測用ス
タック領域６００ｃｇとの間に未使用領域６００ｃｆを設けることによって、領域毎の区
別をつけるようにしている。これにより、プログラムが暴走した際に、他の領域に影響が
出ないようにすることができる。
【００４８】
　一方、主制御ＲＯＭ６００ｂは、図９（ｂ）に示すように、メモリ空間アドレス８００
０Ｈ番地～Ａ８００Ｈ番地のうち、メモリ空間アドレス８０００Ｈ番地～８Ｂ９０Ｈ番地
までが、抽選処理等の遊技処理時に使用されるプログラムが格納されている通常用プログ
ラム領域６００ｂａで、メモリ空間アドレス８Ｂ９０Ｈ番地～９０００Ｈ番地までが、未
使用領域６００ｂｂで、メモリ空間アドレス９０００Ｈ番地～９Ａ００Ｈ番地までが、抽
選処理等の遊技処理時に使用されるデータが格納されている通常用データ領域６００ｂｃ
で、メモリ空間アドレス９Ａ００Ｈ番地～９Ｃ００Ｈ番地までが、未使用領域６００ｂｄ
で、メモリ空間アドレス９Ｃ００Ｈ番地～Ａ０１０Ｈ番地までが、賞球数，非入賞数を含
む遊技領域４０に発射された遊技球の総数等を計測する際に使用されるプログラムが格納
されている計測用プログラム領域６００ｂｅで、メモリ空間アドレスＡ０１０Ｈ番地～Ａ
２００Ｈ番地までが、未使用領域６００ｂｆで、メモリ空間アドレスＡ２００Ｈ番地～Ａ
３２０Ｈ番地までが、賞球数，非入賞数を含む遊技領域４０に発射された遊技球の総数等
を計測する際に使用されるデータが格納されている計測用データ領域６００ｂｇで、メモ
リ空間アドレスＡ３２０Ｈ番地～Ａ７８０Ｈ番地までが、未使用領域６００ｂｈで、メモ
リ空間アドレスＡ７８０Ｈ番地～Ａ８００Ｈ番地までが、ベクタテーブル領域６００ｂｉ
で構成されている。
【００４９】
　しかして、このように構成された主制御ＲＡＭ６００ｃは、通常用プログラム領域６０
０ｂａ，通常用データ領域６００ｂｃ，計測用プログラム領域６００ｂｅ，計測用データ
領域６００ｂｇ，ベクタテーブル領域６００ｂｉの各領域を下１桁が０から始まる番地か
ら開始し、通常用プログラム領域６００ｂａと通常用データ領域６００ｂｃとの間に未使
用領域６００ｂｂを設け、又、通常用データ領域６００ｂｃと計測用プログラム領域６０
０ｂｅとの間に未使用領域６００ｂｄを設け、さらに、計測用プログラム領域６００ｂｅ
と計測用データ領域６００ｂｇとの間に未使用領域６００ｂｆを設け、そしてさらに、計
測用データ領域６００ｂｇとベクタテーブル領域６００ｂｉとの間に未使用領域６００ｂ
ｈを設けることによって、領域毎の区別をつけるようにしている。これにより、プログラ
ムが暴走した際に、他の領域に影響が出ないようにすることができる。
【００５０】
＜払出制御基板に関する説明＞
　払出制御基板７０は、上記主制御基板６０（主制御ＣＰＵ６００ａ）からの払出制御コ
マンドＰＡＹ_ＣＭＤを受信し、その受信した払出制御コマンドＰＡＹ_ＣＭＤに基づいて
払出モータ信号を生成する。そして、その生成した払出モータ信号にて、払出モータＭを
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制御し、遊技者に遊技球を払出す。そしてさらに、払出制御基板７０は、遊技球の払出動
作を示す賞球計数信号や払出動作の異常に係るステイタス信号を送信し、遊技者の操作に
応答して遊技球を発射させる発射制御基板７１の動作を開始又は停止させる発射制御信号
を送信する処理を行う。
【００５１】
＜演出制御基板に関する説明＞
　演出制御基板９０は、上記主制御基板６０（主制御ＣＰＵ６００ａ）からの演出制御コ
マンドＤＩ_ＣＭＤを受けて各種演出を実行制御する演出制御ＣＰＵ９００と、演出制御
手順を記述した制御プログラム等が格納されているフラッシュメモリからなる演出制御Ｒ
ＯＭ９１０と、作業領域やバッファメモリ等として機能する演出制御ＲＡＭ９２０とで構
成されている。そしてさらに、演出制御基板９０は、所望のＢＧＭや効果音を生成する音
ＬＳＩ９３０と、ＢＧＭや効果音等の音データ等が予め格納されている音ＲＯＭ９４０と
が搭載されている。
【００５２】
　このように構成される演出制御基板９０には、ランプ演出効果を現出するＬＥＤランプ
等の装飾ランプが搭載されている装飾ランプ基板１００が接続され、さらに、内蔵されて
いるランプ（図示せず）点灯時に遊技者が押下することにより演出効果を変化させること
ができる押しボタン式の演出ボタン装置１３が接続され、ＢＧＭや効果音等を発するスピ
ーカ１７が接続されている。そしてさらに、演出制御基板９０には、遊技の進行に伴い所
定の演出動作を行う可動役物装置４３が接続され、各種設定が可能な設定ボタン１５が接
続され、液晶表示装置４１を制御する液晶制御基板１２０が接続されている。なお、言う
までもないが、この装飾ランプ基板１００には、上・左・右・左上可動役物４３ａ～４３
ｄに配置されている装飾ランプも搭載されている。
【００５３】
　かくして、このように構成される演出制御基板９０は、主制御基板６０（主制御ＣＰＵ
６００ａ）より送信される大当たり抽選結果（大当たりかハズレの別）に基づく特別図柄
変動パターン、現在の遊技状態、第１始動保留球数、第２始動保留球数、抽選結果に基づ
き停止させる装飾図柄等に必要となる基本情報を含んだ演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤを
演出制御ＣＰＵ９００にて受信する。そして、演出制御ＣＰＵ９００は、受信した演出制
御コマンドＤＩ_ＣＭＤに対応した演出パターンを、演出制御ＲＯＭ９１０内に予め格納
しておいた多数の演出パターンの中から抽選により決定し、その決定した演出パターンを
実行指示する制御信号を演出制御ＲＡＭ９２０内に一時的に格納する。
【００５４】
　そして、演出制御ＣＰＵ９００は、演出制御ＲＡＭ９２０内に格納しておいた演出パタ
ーンを実行指示する制御信号のうち、音に関する制御信号を音ＬＳＩ９３０に送信する。
これを受けて音ＬＳＩ９３０は、当該制御信号に対応する音データを音ＲＯＭ９４０より
読み出し、スピーカ１７に出力する。これにより、スピーカ１７より上記決定された演出
パターンに対応したＢＧＭや効果音が発せられることとなる。
【００５５】
　また、演出制御ＣＰＵ９００は、演出制御ＲＡＭ９２０内に格納しておいた演出パター
ンを実行指示する制御信号のうち、光に関する制御信号を装飾ランプ基板１００に送信す
る。これにより、装飾ランプ基板１００が、ランプ演出効果を現出するＬＥＤランプ等の
装飾ランプを点灯又は消灯する制御を行うため、上記決定された演出パターンに対応した
ランプ演出が実行されることとなる。
【００５６】
　さらに、演出制御ＣＰＵ９００は、演出制御ＲＡＭ９２０内に格納しておいた演出パタ
ーンを実行指示する制御信号のうち、画像に関する液晶制御コマンドＬＣＤ_ＣＭＤを液
晶制御基板１２０に送信する。これにより、液晶制御基板１２０が、当該液晶制御コマン
ドＬＣＤ_ＣＭＤに基づく画像を表示させるように液晶表示装置４１を制御することによ
り、上記決定された演出パターンに対応した画像が液晶表示装置４１に表示されることと
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なる。なお、液晶制御基板１２０には演出内容に沿った画像を表示するための種々の画像
データが記憶されており、さらに、演出出力全般の制御を担うＶＤＰ（Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉ
ｓｐｌａｙ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）が搭載されている。
【００５７】
　またさらに、演出制御ＣＰＵ９００は、演出制御ＲＡＭ９２０内に格納しておいた演出
パターンを実行指示する制御信号のうち、可動役物に関する制御信号を可動役物装置４３
に送信する。これにより、可動役物装置４３は、上記決定された演出パターンに対応した
可動をすることとなる。
【００５８】
　ところで、上記説明した各基板への電源供給は、図７に示す電源基板１３０より供給さ
れている。この電源基板１３０は、電圧生成部１３００と、電圧監視部１３１０と、シス
テムリセット生成部１３２０とを含んで構成されている。この電圧生成部１３００は、遊
技店に設置された図示しない変圧トランスから供給される外部電源である交流電圧ＡＣ２
４Ｖを受けて複数種類の直流電圧を生成するもので、その生成された直流電圧は、図示は
しないが各基板に供給されている。
【００５９】
　また、電圧監視部１３１０は、上記交流電圧ＡＣ２４Ｖの電圧を監視するもので、この
電圧が遮断されたり、停電が発生したりして電圧異常を検出した場合に電圧異常信号ＡＬ
ＡＲＭを主制御基板６０に出力するものである。なお、電圧異常信号ＡＬＡＲＭは、電圧
異常時には「Ｌ」レベルの信号を出力し、正常時には「Ｈ」レベルの信号を出力する。
【００６０】
　また、一方、システムリセット生成部１３２０は、電源投入時のシステムリセット信号
を生成するもので、その生成されたシステムリセット信号は、図示はしないが各基板に出
力されている。
【００６１】
＜プログラムの説明＞
　ここで、上記説明した図９（ｂ）に示す主制御ＲＯＭ６００ｂの通常用プログラム領域
６００ｂａに格納されている抽選処理等の遊技処理時に使用されるプログラム、主制御Ｒ
ＯＭ６００ｂの計測用プログラム領域６００ｂｅに格納されている賞球数，非入賞数を含
む遊技領域４０に発射された遊技球の総数等を計測する際に使用されるプログラムの概要
を図１０～図３１を参照して説明する。
【００６２】
＜メイン処理の説明＞
　まず、パチンコ遊技機１に電源が投入されると、電源基板１３０（図７参照）の電圧生
成部１３００にて生成された直流電圧が各制御基板に投入された旨の電源投入信号が送ら
れ、その信号を受けて、主制御ＣＰＵ６００ａ（図７参照）は、図９（ｂ）に示す主制御
ＲＯＭ６００ｂの通常用プログラム領域６００ｂａに格納されているプログラムを読み出
し、図１０に示す主制御メイン処理を行う。この際、主制御ＣＰＵ６００ａは、まず、最
初に自らを割込み禁止状態に設定する（ステップＳ１）。
【００６３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、当該主制御ＣＰＵ６００ａ内のレジスタ値等の初期
設定を行う（ステップＳ２）。
【００６４】
　続いて、主制御ＣＰＵ６００ａは、サブ制御基板８０の起動待ち時間をセットし（ステ
ップＳ３）、セットした待ち時間をデクリメント（－１）し（ステップＳ４）、図示しな
いウォッチドックタイマ（ＷＤＴ）をクリアする（ステップＳ５）。
【００６５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、セットした待ち時間が「０」になったか否かを確認
し（ステップＳ６）、「０」になっていなければ（ステップＳ６：≠０）、ステップＳ４
の処理に戻り、「０」になっていれば（ステップＳ６：＝０）、ステップＳ７の処理に進
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む。
【００６６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、電源基板１３０（電圧監視部１３１０）（図７参照
）より出力されている電圧異常信号ＡＬＡＲＭ（図７参照）を２回取得し、その２回取得
した電圧異常信号ＡＬＡＲＭのレベルが一致するか否かを確認した上で図示しない当該主
制御ＣＰＵ６００ａの内部レジスタ内に格納し、その電圧異常信号ＡＬＡＲＭのレベルを
確認する（ステップＳ７）。そして電圧異常信号ＡＬＡＲＭのレベルが「Ｌ」レベルであ
れば（ステップＳ８：ＹＥＳ）、ステップＳ７の処理に戻り、電圧異常信号ＡＬＡＲＭの
レベルが「Ｈ」レベルであれば（ステップＳ８：ＮＯ）、ステップＳ９の処理に進む。す
なわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、電圧異常信号ＡＬＡＲＭが正常レベル（すなわち「Ｈ
」レベル）に変化するまで同一の処理を繰り返す（ステップＳ７～Ｓ８）。このように、
電圧異常信号ＡＬＡＲＭを２回取得することで、正確な信号を読み込むことができる。
【００６７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図示しないウォッチドックタイマ（ＷＤＴ）をクリ
アし（ステップＳ９）、払出制御基板７０から電源が投入された旨の信号（電源投入信号
）が来たか否かを確認する（ステップＳ１０）。電源投入信号が来ていなければ（ステッ
プＳ１０：ＯＦＦ）、ステップＳ９の処理に戻り、電源投入信号が来ていれば（ステップ
Ｓ１０：ＯＮ）、主制御ＣＰＵ６００ａの内部に設けられている一定周期のパルス出力を
作成する機能や時間計測の機能等を有するＣＴＣ（Ｃｏｕｎｔｅｒ　Ｔｉｍｅｒ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔ）の設定を行う。すなわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、４ｍｓ毎に定期的にタイ
マ割込みがかかるように上記ＣＴＣの時間定数レジスタを設定する（ステップＳ１１）。
【００６８】
＜メイン処理：設定表示装置に関する説明＞
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図７に示す設定キースイッチ６４０に専用キーが挿
入され、ＯＮされているか否かを確認する（ステップＳ１２）。設定キースイッチ６４０
がＯＮされていれば（ステップＳ１２：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図２に示す
ように、上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されているか否かを確認する（ステップＳ１
３）。上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されていれば（ステップＳ１３：ＹＥＳ）、主
制御ＣＰＵ６００ａは、図９（ａ）に示す主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６０
０ｃａ、通常用スタック領域６００ｃｃを全てクリアする（ステップＳ１４）。ただし、
後述する設定値に関するデータが格納されているＲＡＭ領域は、前回の設定値を元に変更
することも考慮して、クリアせずに保持しておいたほうが望ましい。
【００６９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定変更中フラグをＯＮに設定し（ステップＳ１５
）、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）へのデータ書込みを許可する（ステップＳ１６）
。
【００７０】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、演出制御基板９０に液晶表示装置４１に設定変更中
であることを表示させるような処理コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）を送信し
（ステップＳ１７）、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有
利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値（例えば「１」～「６」の設定値）を取得す
る（ステップＳ１８）。
【００７１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定変更処理フラグをＯＮに設定し（ステップＳ１
９）、取得した設定値の値が、「１」～「６」の何れかの値を示しているか否かを確認す
る（ステップＳ２０）。取得した設定値の値が、「１」～「６」の何れかの値を示してい
なければ（ステップＳ２０：ＮＯ）、取得した設定値に「１」を設定する（ステップＳ２
１）。一方、取得した設定値の値が、「１」～「６」の何れかの値を示していれば（ステ
ップＳ２０：ＹＥＳ）、ステップＳ２２の処理に進む。
【００７２】
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　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記設定値を設定表示装置６２０（図７、図８（ｂ
）参照）に表示させる処理を行う（ステップＳ２２）。これにより、設定表示装置６２０
に、「１」～「６」の何れかの値が表示させることとなる。
【００７３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、メイン処理中入力管理処理を実行する（ステップＳ
２３）。
【００７４】
＜メイン処理中入力管理処理の説明＞
　このメイン処理中入力管理処理について、図１２を参照して具体的に説明する。図１２
に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、まず、図示しないウォッチドックタイマ（ＷＤ
Ｔ）をクリアする（ステップＳ５０）。
【００７５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、４ｍｓのウェイトがかかるように、主制御ＣＰＵ６
００ａ内のレジスタに所定値をセットして、カウントダウンする処理を行う（ステップＳ
５１）。なお、この処理は、設定変更スイッチ６５０（図７参照）のレベルデータの変化
を確認する際、前回のスイッチレベルの取得から少なくとも４ｍｓの時間をおくことで、
ノイズ等のイレギュラーによるレベルデータの変化ではないことを確認するための処理で
ある。
【００７６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定変更スイッチ６５０（図７参照）のスイッチレ
ベルの変化を確認することができる主制御ＣＰＵ６００ａの入力ポート（スイッチポート
）から今回のスイッチレベルデータを取得する（ステップＳ５２）。
【００７７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、前回と今回のスイッチレベルデータからスイッチエ
ッジデータを作成する（ステップ５３）。なお、主制御ＣＰＵ６００ａは、作成したエッ
ジデータを主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格
納する。
【００７８】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、電圧監視処理を実行し（ステップＳ５４）、メイン
処理中入力管理処理を終える。この電圧監視処理は、電源基板１３０（図７参照）から出
力される電圧異常信号ＡＬＡＲＭのレベルを判定し、電圧異常信号ＡＬＡＲＭが「Ｌ」レ
ベル（異常レベル）であれば、主制御ＣＰＵ６００ａの出力ポートのクリア、演出制御基
板９０への電断コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）送信など、バックアップ処理
が目的ではなく、通常遊技時の電断時処理を実行することを目的としている。
【００７９】
　かくして、このようなメイン処理中入力管理処理を実行することにより、主制御ＣＰＵ
６００ａが、設定変更スイッチ６５０（図７参照）にて設定が変更されていないにも係ら
ず、誤ってノイズ等のデータを取得して設定が変更されたと誤認し、誤った設定変更がさ
れないようにしている。
【００８０】
＜メイン処理：設定表示装置に関する説明＞
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃ
ａ（図９（ａ）参照）に格納している作成したエッジデータを確認し、設定変更スイッチ
６５０（図７参照）にて設定変更完了機能がＯＮされているか否かを確認する（ステップ
Ｓ２４）。設定変更スイッチ６５０（図７参照）にて設定変更完了機能がＯＮされていな
ければ（ステップＳ２４：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定変更スイッチ６５０（
図７参照）にて設定変更機能がＯＮされているか否かを確認する（ステップＳ２５）。設
定変更スイッチ６５０（図７参照）にて設定変更機能がＯＮされていなければ（ステップ
Ｓ２５：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ２３の処理に戻り、設定変更スイ
ッチ６５０（図７参照）にて設定変更機能がＯＮされていれば（ステップＳ２５：ＹＥＳ
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）、主制御ＣＰＵ６００ａは、現在の設定値をインクリメント（＋１）し（ステップＳ２
６）、ステップＳ２０の処理に戻る。
【００８１】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定変更スイッチ６５０（図７参照）にて設定変更完
了機能がＯＮされていれば（ステップＳ２４：ＹＥＳ）、現在の設定値を主制御ＲＡＭ６
００ｃ（図７参照）内（図９（ａ）に示す主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６０
０ｃａ）に記憶させ（ステップＳ２７）、設定表示装置６２０（図７、図８（ｂ）参照）
に設定値が確定したことを示す表示をさせる処理を行う（ステップＳ２８）。これにより
、設定表示装置６２０（図８（ｂ）参照）を構成する７セグメントの右下側にあるドット
が点灯し、設定内容が確定したことが表示されることとなる。
【００８２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図示しないウォッチドックタイマ（ＷＤＴ）をクリ
アする（ステップＳ２９）。
【００８３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図７に示す設定キースイッチ６４０がＯＦＦされて
いるか否かを確認する（ステップＳ３０）。ＯＦＦされていなければ（ステップＳ３０：
ＮＯ）、ＯＦＦされるまでステップＳ２９～ステップＳ３０の処理を繰り返し行い、ＯＦ
Ｆされれば（ステップＳ３０：ＹＥＳ）、演出制御基板９０に設定された設定値を示す設
定値コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）を送信し（ステップＳ３１）、設定変更
中フラグをＯＦＦに設定し（ステップＳ３２）、ステップＳ４１の処理に進む。
【００８４】
＜メイン処理の説明＞
　他方、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定キースイッチ６４０（図７参照）がＯＦＦ（ステ
ップＳ１２：ＮＯ）、図２に示すように、上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されていな
ければ（ステップＳ１３：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図
７参照）へのデータ書込みを許可し（ステップＳ３３）、演出制御基板９０に液晶表示装
置４１に待機画面を表示させるような処理コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）を
送信する（ステップＳ３４）。
【００８５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、バックアップフラグＢＦＬの内容を確認する（ステ
ップＳ３５）。なお、このバックアップフラグＢＦＬとは、図１８に示す電圧監視処理に
おいて、停電等による電圧低下を検出した場合に、バックアップの処理が実行されたか否
かを示すデータである。
【００８６】
　このバックアップフラグＢＦＬがＯＦＦ状態（ステップＳ３５：ＯＦＦ）であれば、後
述する図１８に示す電圧監視処理において、停電等による電圧低下を検出した場合に、バ
ックアップの処理が実行されていないこととなり、主制御ＣＰＵ６００ａは、演出制御基
板９０にＲＡＭエラーであることを示す処理コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）
を送信し（ステップＳ３６）、無限ループ処理を行う。
【００８７】
　一方、バックアップフラグＢＦＬがＯＮ状態（ステップＳ３５：ＯＮ）であれば、後述
する図１８に示す電圧監視処理において、停電等による電圧低下を検出した場合に、バッ
クアップの処理が実行されていることとなるため、主制御ＣＰＵ６００ａは、チェックサ
ム値を算出するためのチェックサム演算を行う。そして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記
チェックサム値が算出されたら、この演算結果を主制御ＲＡＭ６００ｃ内のＳＵＭ番地の
記憶値と比較する処理を行う（ステップＳ３７）。なお、チェックサム演算とは、主制御
ＲＡＭ６００ｃを対象とする８ビット加算演算であり、記憶された演算結果は、主制御Ｒ
ＡＭ６００ｃ内に記憶されている他のデータと共に、図７に示す電源基板１３０にて生成
されるバックアップ電源によって維持されている。
【００８８】
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　このＳＵＭ番地の記憶値と算出されたチェックサム値が不一致（ステップＳ３７：ＮＯ
）であれば、主制御ＣＰＵ６００ａは、演出制御基板９０にＲＡＭエラーであることを示
す処理コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）を送信し（ステップＳ３６）、無限ル
ープ処理を行う。
【００８９】
　一方、一致（ステップＳ３７：ＹＥＳ）していれば、主制御ＣＰＵ６００ａは、ＲＡＭ
クリアスイッチ６３０（図７参照）の内容を確認する（ステップＳ３８）。ＲＡＭクリア
スイッチ６３０のエッジデータがＯＮであれば（ステップＳ３８：ＯＮ）、主制御ＣＰＵ
６００ａは、ＲＡＭクリアスイッチ６３０が押下されたと判断し、主制御ＲＡＭ６００ｃ
の計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）、計測用スタック領域６００ｃｇ（図
９（ａ）参照）はクリアせず、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図
９（ａ）参照）、通常用スタック領域６００ｃｃ（図９（ａ）参照）をクリアし（ステッ
プＳ４０）、ステップＳ４１の処理に進む。
【００９０】
　かくして、上述したように、バックアップフラグがＯＦＦの場合（ステップＳ３５：Ｏ
ＦＦ）や、チェックサム値が一致していない場合（ステップＳ３７：ＮＯ）、ＲＡＭクリ
アスイッチ６３０（図７参照）がＯＮとなっていても、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用Ｒ
ＡＭ領域６００ｃａ、通常用スタック領域６００ｃｃ（図９（ａ）参照）がクリアされる
ことはない。これは、バックアップ処理に異常があった場合やチェックサム値が異常の場
合、設定表示装置６２０（図７、図８（ｂ）参照）に表示される設定値が異常となってい
る可能性が高いためである。それゆえ、本実施形態にて示すように、ステップＳ３６の処
理後、無限ループ処理を実行し、再度、電源投入をし直し、設定値の変更処理を行ってか
らでないと遊技を再開できないようにすることで、遊技者及び遊技場（ホール）側が不利
益となる事態を防止することができる。
【００９１】
　一方、ＲＡＭクリアスイッチ６３０のエッジデータがＯＦＦであれば（ステップＳ３８
：ＯＦＦ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、ＲＡＭクリアスイッチ６３０が押下されていない
と判断し、主制御ＲＡＭ６００ｃ内に記憶されているデータに基づいて電源遮断時の遊技
動作に復帰させる処理を行う（ステップＳ３９）。
【００９２】
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３９又はステップＳ４０の処理を
終えた後、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）へのデータ書込みを許可し（ステップＳ４
１）、図示しないウォッチドックタイマ（ＷＤＴ）をクリアする（ステップＳ４２）。
【００９３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、発射制御信号をＯＮに設定し、払出制御基板７０に
送信する（ステップＳ４３）。これにより、払出制御基板７０は、発射制御基板７１の動
作を開始させるように制御する。
【００９４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、自身への割込みを禁止状態にセットした状態（ステ
ップＳ４４）で、図９（ｂ）に示す主制御ＲＯＭ６００ｂの計測用プログラム領域６００
ｂｅに格納されているプログラムを読み出し、後述する賞球入賞数管理処理１の処理を行
う（ステップＳ４５）。そして、主制御ＣＰＵ６００ａは、図９（ｂ）に示す主制御ＲＯ
Ｍ６００ｂの通常用プログラム領域６００ｂａに格納されているプログラムに基づいて、
各種の乱数カウンタの更新処理を行った後（ステップＳ４６）、割込み許可状態に戻して
（ステップＳ４７）、ステップＳ４４に戻り、ステップＳ４４～ステップＳ４７の処理を
繰り返し行うループ処理を行う。
【００９５】
　しかして、このように、ＲＡＭクリアスイッチ６３０（図７参照）が押下されていた際
、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｂ、計測用スタック領域６００ｃｇ
（図９（ａ）参照）はクリアせず、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ
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、通常用スタック領域６００ｃｃ（図９（ａ）参照）をクリアするようにすれば、計測し
た賞球数，非入賞数を含む遊技領域４０に発射された遊技球の総数等が誤ってクリアされ
る事態を防止することができる。すなわち、何らかの異常等が発生し電源が遮断され、そ
の後、電源遮断復帰したとしても、計測した賞球数，非入賞数を含む遊技領域４０に発射
された遊技球の総数等が誤ってクリアされる事態を防止することができるため、計測表示
装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示される正確な情報を生成することができ、も
って、電源遮断復帰時に正確な情報を生成することができる。
【００９６】
＜メイン処理の別実施形態の説明＞　
　ところで、メイン処理は、図１０に示すような処理方法に限らず、図１１に示すような
処理でも良い。以下、図１０に示す処理方法と図１１に示す処理方法との相違点について
具体的に説明し、同一の処理については、同一の符号を付し、説明は省略することとする
。
【００９７】
　図１０に示す処理では、実際に上記設定値が変更されたか否かに係らず、設定値を変更
する処理が実施されると、設定変更処理フラグをＯＮに設定しているが、図１１に示す処
理では、実際に上記設定値が変更された際、設定変更処理フラグをＯＮに設定するように
している。この点、具体的に説明すると、図１１に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは
、設定変更スイッチ６５０（図７参照）にて設定変更完了機能がＯＮされていれば（ステ
ップＳ２４：ＹＥＳ）、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている上記設定
値を取得し、現在の設定値が前回の設定値から変更されているか否かを確認する（ステッ
プＳ１９ａ）。変更されていれば（ステップＳ１９ａ：ＹＥＳ）、設定変更処理フラグを
ＯＮに設定し（ステップＳ１９ｂ）、現在の設定値を主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）
内（図９（ａ）に示す主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ）に記憶させ
る（ステップＳ２７）。
【００９８】
　一方、変更されていなければ（ステップＳ１９ａ：ＮＯ）、現在の設定値を主制御ＲＡ
Ｍ６００ｃ（図７参照）内（図９（ａ）に示す主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域
６００ｃａ）に記憶させる（ステップＳ２７）。
【００９９】
　かくして、このようにして、実際に上記設定値が変更された際、設定変更処理フラグを
ＯＮに設定するようにしても良い。なお、この設定変更処理フラグは、主制御ＲＡＭ６０
０ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されることとなる。
【０１００】
＜賞球入賞数管理処理１の説明＞
　次に、図１３～図１７を参照して、上記賞球入賞数管理処理１について詳細に説明する
。この賞球入賞管理処理１は、図９（ｂ）に示す主制御ＲＯＭ６００ｂの計測用プログラ
ム領域６００ｂｅに格納されているプログラムを読み出し処理されるものである。
【０１０１】
　図１３に示すように、賞球入賞数管理処理１は、先ず、主制御ＣＰＵ６００ａ内のレジ
スタ群の内容を主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用スタック領域６００ｃｇ（図９（ａ）参照
）に退避させる退避処理を実行する（ステップＳ６０）。
【０１０２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃ
ｅ（図９（ａ）参照）の初期設定を行う（ステップＳ６１）。
【０１０３】
＜計測用ＲＡＭ領域の初期設定の説明＞
　この点、図１４を参照してより詳しく説明すると、図１４に示すように、まず、主制御
ＣＰＵ６００ａ（図７参照）は、設定変更処理フラグを確認する（ステップＳ１００）。
設定変更処理フラグがＯＮに設定されていれば（ステップＳ１００：ＯＮ）、主制御ＣＰ
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Ｕ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有利な特
別遊技状態を発生させる確率の設定値（例えば「１」～「６」の設定値）を取得し、現在
の設定値をオフセットとして、設定値に応じた計数カウンタテーブルを選択する（ステッ
プＳ１０１）。
【０１０４】
　ところで、この計数カウンタテーブルには、設定値１～６に応じた内容が格納されてい
る。
【０１０５】
　すなわち、設定値１用計数カウンタテーブルには、
　設定値１用総賞球カウンタ１、
　設定値１用総賞球カウンタ２、
　設定値１用第１役物累積賞球カウンタ１、
　設定値１用第１役物累積賞球カウンタ２、
　設定値１用第２役物累積賞球カウンタ１、
　設定値１用第２役物累積賞球カウンタ２、
　設定値１用累積アウトカウンタ１、
　設定値１用累積アウトカウンタ２、
　が格納されている。
【０１０６】
　設定値２用計数カウンタテーブルには、
　設定値２用総賞球カウンタ１、
　設定値２用総賞球カウンタ２、
　設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１、
　設定値２用第１役物累積賞球カウンタ２、
　設定値２用第２役物累積賞球カウンタ１、
　設定値２用第２役物累積賞球カウンタ２、
　設定値２用累積アウトカウンタ１、
　設定値２用累積アウトカウンタ２、
　が格納されている。
【０１０７】
　設定値３用計数カウンタテーブルには、
　設定値３用総賞球カウンタ１、
　設定値３用総賞球カウンタ２、
　設定値３用第１役物累積賞球カウンタ１、
　設定値３用第１役物累積賞球カウンタ２、
　設定値３用第２役物累積賞球カウンタ１、
　設定値３用第２役物累積賞球カウンタ２、
　設定値３用累積アウトカウンタ１、
　設定値３用累積アウトカウンタ２、
　が格納されている。
【０１０８】
　設定値４用計数カウンタテーブルには、
　設定値４用総賞球カウンタ１、
　設定値４用総賞球カウンタ２、
　設定値４用第１役物累積賞球カウンタ１、
　設定値４用第１役物累積賞球カウンタ２、
　設定値４用第２役物累積賞球カウンタ１、
　設定値４用第２役物累積賞球カウンタ２、
　設定値４用累積アウトカウンタ１、
　設定値４用累積アウトカウンタ２、
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　が格納されている。
【０１０９】
　設定値５用計数カウンタテーブルには、
　設定値５用総賞球カウンタ１、
　設定値５用総賞球カウンタ２、
　設定値５用第１役物累積賞球カウンタ１、
　設定値５用第１役物累積賞球カウンタ２、
　設定値５用第２役物累積賞球カウンタ１、
　設定値５用第２役物累積賞球カウンタ２、
　設定値５用累積アウトカウンタ１、
　設定値５用累積アウトカウンタ２、
　が格納されている。
【０１１０】
　設定値６用計数カウンタテーブルには、
　設定値６用総賞球カウンタ１、
　設定値６用総賞球カウンタ２、
　設定値６用第１役物累積賞球カウンタ１、
　設定値６用第１役物累積賞球カウンタ２、
　設定値６用第２役物累積賞球カウンタ１、
　設定値６用第２役物累積賞球カウンタ２、
　設定値６用累積アウトカウンタ１、
　設定値６用累積アウトカウンタ２、
　が格納されている。
【０１１１】
　それゆえ、例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用計数カウンタテーブル
が選択されることとなる。なお、上述した設定値に応じた計数カウンタテーブルは、主制
御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されている。
【０１１２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａ（図７参照）は、計数カウンタテーブルに格納されてい
る設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば
、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１）、設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ
２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ２）
、設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば
、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ１）、設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ
２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ２）
、設定値１～６用累積アウトカウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定
値２用累積アウトカウンタ１）、設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の
設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値をクリアし（ステップ
Ｓ１０２）、設定変更処理フラグをＯＦＦに設定する。なお、設定変更処理フラグは、上
述したように、図１０に示すような処理方法においては、実際に設定値が変更されたか否
かに係らず、設定値を変更する処理が実施されると、ＯＮに設定されている。そして、図
１１に示すような処理方法においては、実際に設定値が変更された際、ＯＮに設定されて
いる。
【０１１３】
　一方、設定変更処理フラグがＯＮに設定されていなければ（ステップＳ１００：ＯＦＦ
）、又は、ステップＳ１０３の処理後、ＲＡＭエラーフラグを確認する（ステップＳ１０
４）。ＲＡＭエラーフラグがＯＮに設定されていれば、設定値が「１」～「６」の何れか
の値を示していないと判断し（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）、主制御ＲＡＭ６００ｃに異
常が発生（ＲＡＭエラー）として、ステップＳ１０５、ステップＳ１０６の処理をせず、
ステップＳ１０７の処理に進む。
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【０１１４】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、ＲＡＭエラーフラグがＯＦＦに設定されていれば、設
定値が「１」～「６」の何れかの値を示していると判断し（ステップＳ１０４：ＮＯ）、
初期化済みフラグの値を取得する（ステップＳ１０５）。次いで、主制御ＣＰＵ６００ａ
は、その取得した初期化済みフラグの値が５ＡＨか否かの確認を行う（ステップＳ１０６
）。５ＡＨでなければ（ステップＳ１０６：ＮＯ）、初期化済みフラグに５ＡＨをセット
し（ステップＳ１０７）、計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）を初期化（ク
リア）し（ステップＳ１０８）、計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の初期
設定処理を終える。一方、５ＡＨであれば（ステップＳ１０６：ＹＥＳ）、既に計測用Ｒ
ＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）が初期化されていると判断し、計測用ＲＡＭ領域
の初期設定処理を終える。
【０１１５】
　しかして、このように、取得した設定値の値が、「１」～「６」の何れかの値を示して
いない場合、現在の設定値に応じた計測（後述する）が正常に行われていない可能性があ
るため、初期化済みであったとしても、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００
ｃｅ（図９（ａ）参照）をクリアするようにすれば良い。
【０１１６】
　また、設定値を変更する処理が実施されるか、又は、実際に設定値が変更された際、ス
テップＳ１０２に示す処理をするようにすれば、設定値を変更する処理が実施されるか、
又は、設定値が変更されるまでの設定値それぞれに応じたｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の
計測（後述する）が可能となる。すなわち、計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参
照）は、上述したように、一度初期化されると、取得した設定値の値が、「１」～「６」
の何れかの値を示していないというＲＡＭエラーが発生しているような事態が発生しない
限り、クリアされることがない。それゆえ、設定値を変更する処理が実施されようとも、
設定値が変更されようとも、新たなｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の計測（後述する）は行
われず、累積のｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の計測（後述する）が行われることとなる。
そのため、例えば、遊技場（ホール）の営業が終了し、遊技機の電源を落とし、再度次の
日の遊技場（ホール）の営業が始まり、遊技機の電源を投入し、設定値の変更処理をして
も、前日のｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の計測（後述する）が残った状態であるため、そ
の日のｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の計測（後述する）結果を知ることが困難となる。し
かしながら、本実施形態によれば、その日のｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の計測（後述す
る）を知ろうとすれば、設定値を変更する処理を実施するか、又は、実際に設定値を変更
すれば、ステップＳ１０２に示す処理がされるため、その日のｙ６役物比率、ｙＡ役物比
率の計測（後述する）が可能となる。それゆえ、本実施形態によれば、設定値を変更する
処理が実施されるか、又は、設定値が変更されるまでの設定値それぞれに応じたｙ６役物
比率、ｙＡ役物比率の計測（後述する）が可能となる。
【０１１７】
　なお、本実施形態においては、計数カウンタテーブルに格納されている設定値１～６用
第１役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１
役物累積賞球カウンタ１）、設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ２（例えば、現在
の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ２）、設定値１～６用
第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２
役物累積賞球カウンタ１）、設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば、現在
の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ２）、設定値１～６用
累積アウトカウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウト
カウンタ１）、設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」で
あれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値をクリアする例を示したが、現在の設定
値ではなく、前回の設定値に応じた計数カウンタテーブルに格納されている設定値１～６
用第１役物累積賞球カウンタ１（例えば、前回の設定値が「３」であれば、設定値３用第
１役物累積賞球カウンタ１）、設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ２（例えば、前
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回の設定値が「３」であれば、設定値３用第１役物累積賞球カウンタ２）、設定値１～６
用第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、前回の設定値が「３」であれば、設定値３用第
２役物累積賞球カウンタ１）、設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば、前
回の設定値が「３」であれば、設定値３用第２役物累積賞球カウンタ２）、設定値１～６
用累積アウトカウンタ１（例えば、前回の設定値が「３」であれば、設定値３用累積アウ
トカウンタ１）、設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、前回の設定値が「３」
であれば、設定値３用累積アウトカウンタ２）の値をクリアするようにしても良い。この
際、図１０，図１１に示すステップＳ２７にて、現在の設定値を主制御ＲＡＭ６００ｃ（
図７参照）内（図９（ａ）に示す主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ）
に記憶させる際、前回の設定値が記憶されている主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内（
図９（ａ）に示す主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ）の領域とは別の
領域に記憶させるようにしておけばよい。このようにすれば、前回の設定値をオフセット
として、設定値に応じた計数カウンタテーブルを選択することが可能となる。
【０１１８】
　また、設定値の内容に係らず、計数カウンタテーブルに格納されている設定値１～６用
第１役物累積賞球カウンタ１、設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ２、設定値１～
６用第２役物累積賞球カウンタ１、設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ２、設定値
１～６用累積アウトカウンタ１、設定値１～６用累積アウトカウンタ２の値を全てクリア
するようにしても良い。
【０１１９】
　一方、本実施形態においては、現在の設定値、又は、前回の設定値、或いは、設定値の
内容に係らない、何れの場合においても、上述したようにカウンタ１、カウンタ２の何れ
の値もクリアする例を示したが、それに限らず、カウンタ１の値だけクリアするようにし
ても良い。後述するように、カウンタ１の値がカウンタ２の値に記憶されるためである。
【０１２０】
　他方、本実施形態においては、計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅを全てクリアする例を示し
たが、それに限らず、後述する計数処理（図１３に示すステップＳ６３）にて算出される
ｙ６役物比率が格納される計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅのｙ６役物比率ワーク領域及び後
述する計数処理（図１３に示すステップＳ６３）にて算出されるｙＡ役物比率が格納され
る計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅのｙＡ役物比率ワーク領域のワーク領域のみクリアするよ
うにしても良い。
【０１２１】
＜賞球入賞数管理処理１の説明＞
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１３に示すように、主制御ＲＡＭ６００ｃの計
測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の初期設定を行った（ステップＳ６１）後
、カウント処理を実行する（ステップＳ６２）。
【０１２２】
＜カウント処理の説明＞
　この点、図１５を参照してより詳しく説明すると、図１５に示すように、主制御ＣＰＵ
６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有利な特別
遊技状態を発生させる確率の設定値（例えば「１」～「６」の設定値）を取得し、現在の
設定値をオフセットとして、設定値に応じた計数カウンタテーブルを選択する（ステップ
Ｓ１２０）。例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用計数カウンタテーブル
が選択されることとなる。
【０１２３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、後述する図２７に示すステップＳ５５２にて、主制
御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納しておいた右
上一般入賞口スイッチ４８ａ１の入力フラグ，左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１の入力フ
ラグ，左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１の入力フラグ，左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１
の入力フラグ，特別図柄１始動口スイッチ４４ａの入力フラグを取得する（ステップＳ１



(23) JP 2020-5686 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

２１）。そして、これら入力フラグを確認し（ステップＳ１２２）、入力フラグが何れも
ＯＦＦ状態であれば（ステップＳ１２２：ＮＯ）、ステップＳ１２６の処理に進み、何れ
か１つの入力フラグがＯＮ状態であれば（ステップＳ１２２：ＹＥＳ）、ステップＳ１２
０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ
１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に加算
する（ステップＳ１２３）。具体的には、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１の入力フラグ
がＯＮ状態であれば、５個賞球されるため、設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、
現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に＋５加算する。そ
して、左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１，左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１，左下一般入
賞口スイッチ４８ｄ１の入力フラグがＯＮ状態であれば、ＯＮ状態の入力フラグ一つに対
して、１０個賞球されるため、設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値
が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に＋１０（×ＯＮ状態の入力フラ
グ数分）加算する。そしてさらに、特別図柄１始動口スイッチ４４ａの入力フラグがＯＮ
状態であれば、３個賞球されるため、設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の
設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に＋３（×ＯＮ状態の入力
フラグ数分）加算する。
【０１２４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、低確（当たり抽選確率が通常の低確率状態）の遊技
状態か否かを確認する（ステップＳ１２４）。遊技状態が低確状態でなければ（ステップ
Ｓ１２４：ＮＯ）、ステップＳ１２６の処理に進む。
【０１２５】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技状態が低確状態であれば（ステップＳ１２４：Ｙ
ＥＳ）、累積賞球カウンタの値に加算する（ステップＳ１２５）。具体的には、右上一般
入賞口スイッチ４８ａ１の入力フラグがＯＮ状態であれば、５個賞球されるため、累積賞
球カウンタの値に＋５加算する。そして、左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１，左中一般入
賞口スイッチ４８ｃ１，左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１の入力フラグがＯＮ状態であれ
ば、ＯＮ状態の入力フラグ一つに対して、１０個賞球されるため、累積賞球カウンタの値
に＋１０（×ＯＮ状態の入力フラグ数分）加算する。そしてさらに、特別図柄１始動口ス
イッチ４４ａの入力フラグがＯＮ状態であれば、３個賞球されるため、累積賞球カウンタ
の値に＋３（×ＯＮ状態の入力フラグ数分）加算する。なお、この累積賞球カウンタは、
主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されるこ
ととなる。
【０１２６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図２７に示すステップＳ５５２にて、主制御ＲＡＭ
６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納しておいた特別図柄２
始動口スイッチ４５ａの入力フラグを取得する（ステップＳ１２６）。この入力フラグが
ＯＦＦ状態であれば（ステップＳ１２７：ＮＯ）、ステップＳ１３２の処理に進み、この
入力フラグがＯＮ状態であれば（ステップＳ１２７：ＹＥＳ）、ステップＳ１２０にて選
択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウン
タ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１
）の値に加算し（ステップＳ１２８）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用
計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２
」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に加算する（ステップＳ１２９）。具体
的には、特別図柄２始動口スイッチ４５ａの入力フラグがＯＮ状態であれば、３個賞球さ
れるため、設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」
であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１）の値に＋３加算し、設定値１～６用
計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２
」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に＋３加算する。
【０１２７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、低確（当たり抽選確率が通常の低確率状態）の遊技
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状態か否かを確認する（ステップＳ１３０）。遊技状態が低確状態でなければ（ステップ
Ｓ１３０：ＮＯ）、ステップＳ１３２の処理に進む。
【０１２８】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技状態が低確状態であれば（ステップＳ１３０：Ｙ
ＥＳ）、第１役物累積賞球カウンタの値に加算する（ステップＳ１３１）。具体的には、
特別図柄２始動口スイッチ４５ａの入力フラグがＯＮ状態であれば、３個賞球されるため
、第１役物累積賞球カウンタの値に＋３加算する。なお、この第１役物累積賞球カウンタ
は、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納され
ることとなる。
【０１２９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図２７に示すステップＳ５５２にて、主制御ＲＡＭ
６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納しておいた大入賞口ス
イッチ４６ｃの入力フラグを取得する（ステップＳ１３２）。この入力フラグがＯＦＦ状
態であれば（ステップＳ１３３：ＮＯ）、ステップＳ１４０の処理に進み、この入力フラ
グがＯＮ状態であれば（ステップＳ１３３：ＹＥＳ）、後述する特別図柄大当たり作動フ
ラグを確認する（ステップＳ１３４）。特別図柄大当たり作動フラグがＯＮ状態であれば
、主制御ＣＰＵ６００ａは、大当たり中であると判断し（ステップＳ１３４：ＹＥＳ）、
ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用
第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２
役物累積賞球カウンタ１）の値に加算し（ステップＳ１３５）、ステップＳ１２０にて選
択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ１（例え
ば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に加算し（ステ
ップＳ１３６）、ステップＳ１４０の処理に進む。具体的には、大入賞口スイッチ４６ｃ
の入力フラグがＯＮ状態であれば、１５個賞球されるため、設定値１～６用第２役物累積
賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球
カウンタ１）の値に＋１５加算し、設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６
用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウン
タ１）の値に＋１５加算する。
【０１３０】
　一方、特別図柄大当たり作動フラグがＯＦＦ状態であれば、主制御ＣＰＵ６００ａは、
大当たり中でないと判断し（ステップＳ１３４：ＮＯ）、後述する特別図柄小当たり作動
フラグを確認する（ステップＳ１３７）。特別図柄小当たり作動フラグがＯＮ状態であれ
ば、主制御ＣＰＵ６００ａは、小当たり中であると判断し（ステップＳ１３７：ＹＥＳ）
、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６
用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウン
タ１）の値に加算し（ステップＳ１３８）、第２役物累積賞球カウンタの値に加算し（ス
テップＳ１３９）、ステップＳ１４０の処理に進む。具体的には、大入賞口スイッチ４６
ｃの入力フラグがＯＮ状態であれば、１５個賞球されるため、設定値１～６用計数カウン
タテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば
、設定値２用総賞球カウンタ１）の値に＋１５加算し、第２役物累積賞球カウンタの値に
＋１５加算する。なお、この第２役物累積賞球カウンタは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測
用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されることとなる。
【０１３１】
　一方、特別図柄小当たり作動フラグがＯＦＦ状態であれば、主制御ＣＰＵ６００ａは、
小当たり中であると判断し（ステップＳ１３７：ＮＯ）、ステップＳ１４０の処理に進む
。
【０１３２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図２７に示すステップＳ５５２にて、主制御ＲＡＭ
６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納しておいたアウト口ス
イッチ４９ａの入力フラグを取得する（ステップＳ１４０）、この入力フラグがＯＦＦ状
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態であれば（ステップＳ１４１：ＮＯ）、ステップＳ１４４の処理に進み、この入力フラ
グがＯＮ状態であれば（ステップＳ１４１：ＹＥＳ）、累積アウトカウンタの値をインク
リメント（＋１）し（ステップＳ１４２）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～
６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ１（例えば、現在の設定
値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ１）の値をインクリメント（＋１）
する（ステップＳ１４３）。なお、累積アウトカウンタは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測
用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されることとなる。
【０１３３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、累積アウトカウンタの値を確認し（ステップＳ１４
４）、累積アウト総数が所定値（６００００個）に達していなければ（ステップＳ１４４
：ＮＯ）、ステップＳ１５０の処理に進み、累積アウト総数が所定値（６００００個）に
達していれば（ステップＳ１４４：ＹＥＳ）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１
～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値
が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）の値を、ステップＳ１２０にて選択さ
れた設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ２（例えば、
現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ２）に記憶し（ステップＳ１
４５）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値
１～６用第１役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値
２用第１役物累積賞球カウンタ１）の値を、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～
６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ２（例えば、現在
の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ２）に記憶し（ステッ
プＳ１４６）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの
設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、
設定値２用第２役物累積賞球カウンタ１）の値を、ステップＳ１２０にて選択された設定
値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば
、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ２）に記憶し（
ステップＳ１４７）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテー
ブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、
設定値２用累積アウトカウンタ１）の値を、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～
６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定
値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）に記憶する（ステップＳ１４８
）。
【０１３４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計
数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」
であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～
６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在
の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１）、ステップＳ１２
０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第２役物累積賞
球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カ
ウンタ１）、ステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設
定値１～６用累積アウトカウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２
用累積アウトカウンタ１）の値をクリアする（ステップＳ１４９）。
【０１３５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、低確（当たり抽選確率が通常の低確率状態）の遊技
状態か否かを確認する（ステップＳ１５０）。遊技状態が低確状態でなければ（ステップ
Ｓ１５０：ＮＯ）、カウント処理を終え、遊技状態が低確状態であれば（ステップＳ１５
０：ＹＥＳ）、低確累積アウトカウンタをインクリメント（＋１）し（ステップＳ１５１
）、カウント処理を終える。なお、低確累積アウトカウンタは、主制御ＲＡＭ６００ｃの
計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されることとなる。
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【０１３６】
＜賞球入賞数管理処理１の説明＞
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１３に示すように、カウント処理を実行した後
（ステップＳ６２）、計数処理を実行する（ステップＳ６３）。
【０１３７】
＜計数処理の説明＞
　この点、図１６を参照してより詳しく説明すると、図１６に示すように、主制御ＣＰＵ
６００ａは、低確累積アウトカウンタの値を確認する（ステップＳ１６０）。低確累積ア
ウトカウンタの値が０であれば（ステップＳ１６０：ＹＥＳ）、計数処理を終える。
【０１３８】
　一方、低確累積アウトカウンタの値が０でなければ（ステップＳ１６０：ＮＯ）、主制
御ＣＰＵ６００ａは、累積賞球カウンタと第１役物累積賞球カウンタと第２役物累積賞球
カウンタの値を加算し、その加算した値を低確累積アウトカウンタの値で除算することに
より、低確時に幾らの賞球がされたかのベース値を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測
用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｂＬベースモニタワーク領域に格納する（
ステップＳ１６１）。
【０１３９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、累積アウトカウンタの値を確認する（ステップＳ１
６２）。累積アウトカウンタの値が０であれば（ステップＳ１６２：ＹＥＳ）、計数処理
を終える。
【０１４０】
　一方、累積アウトカウンタが０でなければ（ステップＳ１６２：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ
６００ａは、累積賞球カウンタと第１役物累積賞球カウンタと第２役物累積賞球カウンタ
の値を加算し、その加算した値を累積アウトカウンタの値で除算することにより、幾らの
賞球がされたかのベース値を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃ
ｅ（図９（ａ）参照）のｂ６ベースモニタワーク領域に格納する（ステップＳ１６３）。
【０１４１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定
値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在
の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値を確認する（ステッ
プＳ１６４）。
【０１４２】
　図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの
設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値
２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していれば（ステップＳ１６４：ＹＥ
Ｓ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１
～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ２（例えば、現
在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ２）と、図１５に示
すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６
用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第
２役物累積賞球カウンタ２）の値を加算し、その加算した値を図１５に示すステップＳ１
２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウン
タ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ２）の値で除
算することにより、役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００
ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納する（ステップＳ１６５）。
【０１４３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定
値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば
、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ２）の値を図１
５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値
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１～６用総賞球カウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球
カウンタ２）の値で除算することにより、大入賞口に関する役物比率を算出し、主制御Ｒ
ＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワーク領
域に格納し（ステップＳ１６６）、計数処理を終える。
【０１４４】
　一方、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテー
ブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、
設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していなければ（ステップＳ１
６４：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された
設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ１（例
えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１）と、図
１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定
値１～６用第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定
値２用第２役物累積賞球カウンタ１）の値を加算し、その加算した値を図１５に示すステ
ップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞
球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１）
の値で除算することにより、役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領
域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納する（ステップＳ１６
７）。
【０１４５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定
値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ１（例えば
、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ１）の値を図１
５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値
１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球
カウンタ１）の値で除算することにより、大入賞口に関する役物比率を算出し、主制御Ｒ
ＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワーク領
域に格納し（ステップＳ１６８）、計数処理を終える。
【０１４６】
＜計数処理の別実施形態の説明＞　
　ところで、計数処理は、図１６に示すような処理方法に限らず、図１７に示すような処
理でも良い。
【０１４７】
　すなわち、図１７（ａ）に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、後述する図２８に示
す表示カウンタの値を確認し（ステップＳ１７０）、５秒に相当する値（第１所定値）に
達していなければ（ステップＳ１７０：＜第１所定値）、ｂＬ算出処理を行う（ステップ
Ｓ１７１）。
【０１４８】
　すなわち、図１７（ｂ）に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、低確累積アウトカウ
ンタの値を確認する（ステップＳ１７１ａ）。低確累積アウトカウンタの値が０であれば
（ステップＳ１７１ａ：ＹＥＳ）、計数処理を終える。
【０１４９】
　一方、低確累積アウトカウンタの値が０でなければ（ステップＳ１７１ａ：ＮＯ）、主
制御ＣＰＵ６００ａは、累積賞球カウンタと第１役物累積賞球カウンタと第２役物累積賞
球カウンタの値を加算し、その加算した値を低確累積アウトカウンタの値で除算すること
により、低確時に幾らの賞球がされたかのベース値を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計
測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｂＬベースモニタワーク領域に格納し（
ステップＳ１７１ｂ）、計数処理を終える。
【０１５０】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１７（ａ）に示すように、後述する図２８に示す表
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示カウンタの値が、５秒に相当する値（第１所定値）に達し、１０秒に相当する値（第２
所定値）に達していなければ（ステップＳ１７０：＜第２所定値）、ｂ６算出処理を行う
（ステップＳ１７２）。
【０１５１】
　すなわち、図１７（ｃ）に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、累積アウトカウンタ
の値を確認する（ステップＳ１７２ａ）。累積アウトカウンタの値が０であれば（ステッ
プＳ１７２ａ：ＹＥＳ）、計数処理を終える。
【０１５２】
　一方、累積アウトカウンタが０でなければ（ステップＳ１７２ａ：ＮＯ）、主制御ＣＰ
Ｕ６００ａは、累積賞球カウンタと第１役物累積賞球カウンタと第２役物累積賞球カウン
タの値を加算し、その加算した値を累積アウトカウンタの値で除算することにより、幾ら
の賞球がされたかのベース値を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００
ｃｅ（図９（ａ）参照）のｂ６ベースモニタワーク領域に格納し（ステップＳ１７２ｂ）
、計数処理を終える。
【０１５３】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１７（ａ）に示すように、後述する図２８に示す表
示カウンタの値が、１０秒に相当する値（第２所定値）に達し、１５秒に相当する値（第
３所定値）に達していなければ（ステップＳ１７０：＜第３所定値）、ｙ６算出処理を行
う（ステップＳ１７３）。
【０１５４】
　すなわち、図１７（ｄ）に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステッ
プＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積ア
ウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウン
タ２）の値を確認する（ステップＳ１７３ａ）。
【０１５５】
　図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの
設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値
２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していれば（ステップＳ１７３ａ：Ｙ
ＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値
１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ２（例えば、
現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ２）と、図１５に
示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～
６用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用
第２役物累積賞球カウンタ２）の値を加算し、その加算した値を図１５に示すステップＳ
１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総賞球カウ
ンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ２）の値で
除算することにより、役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６０
０ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納し（ステップＳ１７３ｂ）、
計数処理を終える。
【０１５６】
　一方、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテー
ブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、
設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していなければ（ステップＳ１
７３ａ：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択され
た設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第１役物累積賞球カウンタ１（
例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第１役物累積賞球カウンタ１）と、
図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設
定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設
定値２用第２役物累積賞球カウンタ１）の値を加算し、その加算した値を図１５に示すス
テップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総
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賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カウンタ１
）の値で除算することにより、役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ
領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納し（ステップＳ１７
３ｃ）、計数処理を終える。
【０１５７】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１７（ａ）に示すように、後述する図２８に示す表
示カウンタの値が、１５秒に相当する値（第３所定値）に達し、２０秒に相当する値（第
４所定値）に達していなければ（ステップＳ１７０：＜第４所定値）、ｙＡ算出処理を行
う（ステップＳ１７４）。
【０１５８】
　すなわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１７（ｅ）に示すように、図１５に示すステッ
プＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積ア
ウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウン
タ２）の値を確認する（ステップＳ１７４ａ）。
【０１５９】
　図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの
設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値
２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していれば（ステップＳ１７４ａ：Ｙ
ＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値
１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ２（例えば、
現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ２）の値を図１５
に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１
～６用総賞球カウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総賞球カ
ウンタ２）の値で除算することにより、大入賞口に関する役物比率を算出し、主制御ＲＡ
Ｍ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワーク領域
に格納し（ステップＳ１７４ｂ）、計数処理を終える。
【０１６０】
　一方、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテー
ブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、
設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していなければ（ステップＳ１
７４ａ：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択され
た設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用第２役物累積賞球カウンタ１（
例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用第２役物累積賞球カウンタ１）の値
を図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの
設定値１～６用総賞球カウンタ１（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用
総賞球カウンタ１）の値で除算することにより、大入賞口に関する役物比率を算出し、主
制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワ
ーク領域に格納し（ステップＳ１７４ｃ）、計数処理を終える。
【０１６１】
　しかして、図１７に示すような計数処理をすれば、計測表示装置６１０（図７、図８（
ａ）参照）に表示予定の値のみ算出することとなり、もって、算出処理に係る時間を短縮
することができる。
【０１６２】
　なお、図１６，図１７に示す計数処理では、図１５に示すステップＳ１２０にて選択さ
れた設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例え
ば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６０００
０に達していない場合でも算出する例を示したが、それに限らず、図１６に示すステップ
Ｓ１６７，ステップＳ１６８、図１７（ｄ）に示すステップＳ１７３ｃ、図１７（ｅ）に
示すステップＳ１７４ｃの算出をしないようにしても良い。
【０１６３】
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＜賞球入賞数管理処理１の説明＞
　かくして、上記のような処理を終えた後、主制御ＣＰＵ６００ａは、図１３に示すよう
に、計数処理を実行し（ステップＳ６３）、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用スタック領域
６００ｃｇ（図９（ａ）参照）に退避させておいたレジスタの内容を復帰させ（ステップ
Ｓ６４）、賞球入賞数管理処理１を終える。
【０１６４】
　しかして、このように賞球入賞数管理処理１を、図１０，図１１に示すように、メイン
ループ処理にて実行し、このメインループ処理は、設定表示装置６２０（図７、図８（ｂ
）参照）に表示される設定値を変更中は実行されることがないため、設定変更中、賞球入
賞数管理処理１を実行しない等の分岐処理を設ける必要がなくなり、もって、プログラム
容量の削減を図れると共に、処理速度を向上させることができる。
【０１６５】
　なお、本実施形態においては、図１０，図１１に示すように、図９（ｂ）に示す主制御
ＲＯＭ６００ｂの通常用プログラム領域６００ｂａに格納されているプログラムにて、設
定変更処理フラグをＯＮにする処理を説明したが、それに限らず、図１０に示すステップ
Ｓ１９、図１１に示すステップＳ１９ａ，ステップＳ１９ｂの処理を図９（ｂ）に示す主
制御ＲＯＭ６００ｂの計測用プログラム領域６００ｂｅに格納（サブルーチン化）してお
き、図１０に示すステップＳ１９、図１１に示すステップＳ１９ａ，ステップＳ１９ｂの
処理を図９（ｂ）に示す主制御ＲＯＭ６００ｂの計測用プログラム領域６００ｂｅから読
み出すようにしても良い。
【０１６６】
＜タイマ割込み処理の説明＞
　次に、図１８を参照して、上述したメイン処理を中断させて、４ｍｓ毎に開始されるタ
イマ割込みプログラムについて説明する。なお、このプログラムは、図９（ｂ）に示す主
制御ＲＯＭ６００ｂの通常用プログラム領域６００ｂａに格納されているプログラムを読
み出して実行するものである。
【０１６７】
　このタイマ割込みが生じると、主制御ＣＰＵ６００ａ内のレジスタ群の内容を主制御Ｒ
ＡＭ６００ｃの通常用スタック領域６００ｃｃ（図９（ａ）参照）に退避させる退避処理
を実行し（ステップＳ２００）、その後電圧監視処理を実行する（ステップＳ２０１）。
この電圧監視処理は、電源基板１３０（図７参照）から出力される電圧異常信号ＡＬＡＲ
Ｍのレベルを判定し、電圧異常信号ＡＬＡＲＭが「Ｌ」レベル（異常レベル）であれば、
主制御ＲＡＭ６００ｃ内に記憶されているデータのバックアップ処理、すなわち、当該デ
ータのチェックサム値を算出し、その算出したチェックサム値をバックアップデータとし
て主制御ＲＡＭ６００ｃ内に保存する処理を行うものである。
【０１６８】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記電圧監視処理（ステップＳ２０１）が終了する
と、各遊技動作の時間を管理している各種タイマ（普通図柄変動タイマ、普通図柄役物タ
イマ等）のタイマ減算処理を行う（ステップＳ２０２）。
【０１６９】
　続いて、主制御ＣＰＵ６００ａには、特別図柄１始動口スイッチ４４ａ（図７参照）と
、特別図柄２始動口スイッチ４５ａ（図７参照）と、普通図柄始動口スイッチ４７ａ（図
７参照）と、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１（図７参照），左上一般入賞口スイッチ４
８ｂ１（図７参照），左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１（図７参照），左下一般入賞口ス
イッチ４８ｄ１（図７参照）と、アウト口スイッチ４９ａ（図７参照）と、大入賞口スイ
ッチ４６ｃ（図７参照）を含む各種スイッチ類のＯＮ／ＯＦＦ信号が入力され、主制御Ｒ
ＡＭ６００ｃ内の作業領域にＯＮ／ＯＦＦ信号レベルや、その立ち上がり状態が記憶され
る（ステップＳ２０３）。なお、この処理の詳細は後述することとする。
【０１７０】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、乱数管理処理を行う（ステップＳ２０４）。具体的
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には、当否抽選に使用する普通図柄、特別図柄等の乱数を更新する処理を行うものである
。
【０１７１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、エラー管理処理を行う（ステップＳ２０５）。なお
、エラー管理処理は、遊技球の補給が停止したり、あるいは、遊技球が詰まったり、特別
図柄１始動口スイッチ４４ａ（図７参照）、特別図柄２始動口スイッチ４５ａ（図７参照
）、普通図柄始動口スイッチ４７ａ（図７参照）、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１（図
７参照）、左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１（図７参照）、左中一般入賞口スイッチ４８
ｃ１（図７参照）、左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１（図７参照）、アウト口スイッチ４
９ａ（図７参照）、大入賞口スイッチ４６ｃ（図７参照）の断線など、機器内部に異常が
生じていないかの判定を行うものである。
【０１７２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されて
いる遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値が「１」～「６」の範囲内か
否かを示すＲＡＭエラーフラグを確認する（ステップＳ２０６）。ＲＡＭエラーフラグが
ＯＮに設定されていれば（ステップＳ２０６：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制
御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有利な特別遊技状態を発生さ
せる確率の設定値が「１」～「６」の範囲外となっていると判断し、図柄に関連する処理
をスキップし、ステップＳ２１９の処理に進む。一方、ＲＡＭエラーフラグがＯＦＦに設
定されていれば（ステップＳ２０６：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６
００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の
設定値が「１」～「６」の範囲内となっていると判断し、ステップＳ２０７の処理に進む
。
【０１７３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定変更中フラグを確認する（ステップＳ２０７）
。設定変更中フラグがＯＮに設定されていれば（ステップＳ２０７：ＹＥＳ）、主制御Ｃ
ＰＵ６００ａは、本来電源投入時でしか変更できない設定値の変更状態となっているイレ
ギュラー状態と判断し、ステップＳ２１７の処理に進む。一方、設定変更中フラグがＯＦ
Ｆに設定されていれば（ステップＳ２０７：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技者に
有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値が変更中でないと判断し、ステップＳ２０
８の処理に進む。
【０１７４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定確認フラグを確認する（ステップＳ２０８）。
設定確認フラグがＯＮに設定されていれば（ステップＳ２０８：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ
６００ａは、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値を確認中であると判
断し、ステップＳ２１４の処理に進む。一方、設定確認フラグがＯＦＦに設定されていれ
ば（ステップＳ２０８：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技者に有利な特別遊技状態
を発生させる確率の設定値を確認中でないと判断し、ステップＳ２０９の処理に進む。
【０１７５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、賞球管理処理を実行する（ステップＳ２０９）。こ
の賞球管理処理は、払出制御基板７０（図７参照）に払出し動作を行わせるための払出制
御コマンドＰＡＹ_ＣＭＤを出力している。なお、この処理の詳細は後述することとする
。
【０１７６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄処理を実行する（ステップＳ２１０）。こ
の普通図柄処理は、普通図柄の当否抽選を実行し、その抽選結果に基づいて普通図柄の変
動パターンや普通図柄の停止表示状態を決定したりするものである。なお、この処理の詳
細は後述することとする。
【０１７７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通電動役物管理処理を実行する（ステップＳ２１
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１１）。この普通電動役物管理処理は、普通図柄処理（ステップＳ２１０）の抽選結果に
基づき、普通電動役物開放遊技発生に必要な普通電動役物ソレノイド４５ｃ（図７参照）
の制御に関する信号が生成されるものである。
【０１７８】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄処理を実行する（ステップＳ２１２）。こ
の特別図柄処理では、特別図柄の当否抽選を実行し、その抽選の結果に基づいて特別図柄
の変動パターンや特別図柄の停止表示態様を決定するものである。なお、この処理の詳細
は後述することとする。
【０１７９】
　ところで、特別図柄処理を実行する際、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄の当否抽選
に関し、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有利な特別遊技
状態を発生させる確率の設定値に基づいて、特別図柄の当否抽選を行う。そのため、主制
御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されている遊技者に有
利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値が「１」～「６」の範囲内であるか否かを確
認し、範囲外であれば、ＲＡＭエラーフラグにＯＮを設定する。
【０１８０】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別電動役物管理処理を実行する（ステップＳ２１
３）。この特別電動役物管理処理では、主に、大当たり抽選結果が「大当たり」又は「小
当たり」であった場合、その当りに対応した当り遊技を実行制御するために必要な設定処
理を行うものである。この際、特別電動役物ソレノイド４６ｂ（図７参照）の制御に関す
る信号も生成される。なお、大当たり抽選結果が「大当たり」又は「小当たり」であった
場合、それに関するコマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）が演出制御基板９０に送
信される。
【０１８１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃ（図７参照）内に記憶されて
いる遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値を確認する処理を行う（ステ
ップＳ２１４）。なお、この処理の詳細は後述することとする。
【０１８２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、賞球入賞数管理処理２を実行する（ステップＳ２１
５）。この賞球入賞数管理処理２では、図１０，図１１に示すステップＳ４５の賞球入賞
数管理処理１にて算出した値を計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示させ
る処理を行うものである。なお、この処理の詳細は後述することとする。
【０１８３】
　ところで、賞球入賞数管理処理２は、図１８に示すように、ＲＡＭエラー（図１８に示
すステップＳ２０６）、設定値の変更状態となっているイレギュラー状態（図１８に示す
ステップＳ２０７）は処理されないこととなる。
【０１８４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ソレノイド駆動処理を行う（ステップＳ２１６）。
この際、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通電動役物管理処理（ステップＳ２１１）にて生成
された普通電動役物ソレノイド４５ｃ（図７参照）の制御に関する信号を確認すると共に
、特別電動役物管理処理（ステップＳ２１３）にて生成された特別電動役物ソレノイド４
６ｂ（図７参照）の制御に関する信号を確認する。そしてこの信号に基づき、普通電動役
物ソレノイド４５ｃ又は特別電動役物ソレノイド４６ｂの作動／停止が制御され、開閉部
材４５ｂ（図５参照）が開放又は閉止、あるいは、大入賞口（図示せず）が開放又は閉止
するように開閉扉４６ａ（図５参照）が動作することとなる。
【０１８５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ＬＥＤ管理処理を実行する（ステップＳ２１７）。
このＬＥＤ管理処理は、処理の進行状態に応じて、特別図柄表示装置５０（図５参照）や
普通図柄表示装置５１（図５参照）への出力データを生成したり、当該データに基づく制
御信号を出力したり、あるいは、設定変更中フラグ、設定確認フラグがＯＮに設定されて
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いる場合は、設定表示装置６２０（図７、図８（ｂ）参照）への出力データを生成したり
、当該データに基づく制御信号を出力したりする処理である。この処理により、特別図柄
表示装置５０、普通図柄表示装置５１に抽選結果が表示され、設定表示装置６２０に遊技
者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値が表示されることとなる。
【０１８６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、外部端子管理処理を実行する（ステップＳ２１８）
。この外部端子管理処理では、遊技場の遊技島管理に使用されるホールコンピュータ（図
示せず）に、当り遊技中、当りの発生回数、特別図柄の変動回数、入賞口への入賞球検出
情報など、所定の遊技情報が出力されるものである。また、設定変更中フラグ、設定確認
フラグがＯＮに設定されている場合は、セキュリティ信号の出力が行われる。
【０１８７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、割込み許可状態に戻し（ステップＳ２１９）、主制
御ＲＡＭ６００ｃの通常用スタック領域６００ｃｃ（図９（ａ）参照）に退避させておい
たレジスタの内容を復帰させタイマ割込みを終える（ステップＳ２２０）。これにより、
割込み処理ルーチンからメイン処理（図１０，図１１参照）に戻ることとなる。
【０１８８】
＜スイッチ入力処理の説明＞
　次に、図１９～図２０を参照して、上記スイッチ入力処理について詳細に説明する。ス
イッチ入力処理は、図１９に示すように、先ず、各入力ポートの入力データを取得する。
すなわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１，左上一般入賞口
スイッチ４８ｂ１，左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１，左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１
，大入賞口スイッチ４６ｃ，アウト口スイッチ４９ａ，特別図柄１始動口スイッチ４４ａ
，特別図柄２始動口スイッチ４５ａ，普通図柄始動口スイッチ４７ａを含む各種スイッチ
類のＯＮ／ＯＦＦ信号のデータを入力ポートより取得し、その取得した各種スイッチ類の
ＯＮ／ＯＦＦ信号のデータに基づいて各種スイッチ類のエッジデータを作成する。そして
、主制御ＣＰＵ６００ａは、その作成した各種スイッチ類のエッジデータを主制御ＲＡＭ
６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ２５
０）。
【０１８９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、不正入賞があったか否かを確認、すなわち、例えば
、大入賞口（図示せず）が開閉扉４６ａに閉止していなければならない遊技状態にもかか
わらず開放されているか否かを確認し、開放されていれば、不正入賞であると判断し、上
記主制御ＲＡＭ６００ｃ領域に格納しておいた各種スイッチ類のエッジデータのうち不正
入賞であると判断したデータに関し無効にする処理を行う（ステップＳ２５１）。
【０１９０】
＜入賞無効処理の説明＞
　この点、図２０を参照して、より詳しく説明すると、図２０に示すように、主制御ＣＰ
Ｕ６００ａは、先ず、普電開放延長状態フラグの値を確認する（ステップＳ２６０）。普
電開放延長状態フラグの値が０５ＡＨであれば（ステップＳ２６０：＝０５ＡＨ）、開閉
部材４５ｂ（図５参照）が特別図柄２始動口４５（図５参照）を延長して開放している状
態であると判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ２６７の処理に進む。
【０１９１】
　一方、普電開放延長状態フラグの値が０５ＡＨでなければ（ステップＳ２６０：≠０５
ＡＨ）、普電作動中フラグの値を確認する（ステップＳ２６１）。普電作動中フラグの値
が０５ＡＨであれば（ステップＳ２６１：＝０５ＡＨ）、開閉部材４５ｂ（図５参照）が
作動中（特別図柄２始動口４５が開閉されている状態）であると判断し、主制御ＣＰＵ６
００ａは、ステップＳ２６７の処理に進む。
【０１９２】
　他方、普電作動中フラグの値が０５ＡＨでなければ（ステップＳ２６１：≠０５ＡＨ）
、開閉部材４５ｂ（図５参照）の作動が終了している状態であると判断し、普電入賞有効
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タイマの値を確認する（ステップＳ２６２）。普電入賞有効タイマの値が０でなければ（
ステップＳ２６２：≠０）、開閉部材４５ｂ（図５参照）が、特別図柄２始動口４５（図
５参照）を閉止しようとしている状態であると判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステッ
プＳ２６７の処理に進む。
【０１９３】
　一方、普電入賞有効タイマの値が０であれば（ステップＳ２６２：＝０）、開閉部材４
５ｂ（図５参照）が、特別図柄２始動口４５（図５参照）を閉止している状態であると判
断し、図２３に示すステップＳ２５０にて主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６０
０ｃａ（図９（ａ）参照）に格納した特別図柄２始動口スイッチ４５ａのエッジデータを
取得する（ステップＳ２６３）。そして、そのエッジデータを確認し（ステップＳ２６４
）、ＯＦＦであれば（ステップＳ２６４：ＮＯ）、特別図柄２始動口４５への入賞がなく
不正が行われていないと判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ２６７の処理に進
む。
【０１９４】
　一方、エッジデータがＯＮであれば（ステップＳ２６４：ＹＥＳ）、開閉部材４５ｂ（
図５参照）によって特別図柄２始動口４５（図５参照）が閉止されているにも係らず、特
別図柄２始動口４５（図５参照）への入賞がされているため、不正が行われていると判断
し、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄２始動口スイッチ４５ａのエッジデータをクリア
し、ＯＦＦにする処理を行い、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図
９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ２６５）。
【０１９５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、不正情報タイマに３０ｓをセットする処理を行う（
ステップＳ２６６）。なお、この不正情報タイマが０でない期間中、エラー管理処理（図
１８に示すステップＳ２０５）において、スピーカ１７（図１参照）から警報音を発する
等のエラー処理が行われる。
【０１９６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記のような処理を終えた後、主制御ＲＡＭ６００
ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納した大入賞口スイッチ４６ｃ
のエッジデータを取得する（ステップＳ２６７）。そして、そのエッジデータを確認し（
ステップＳ２６８）、そのエッジデータがＯＦＦであれば（ステップＳ２６８：ＮＯ）、
大入賞口（図示せず）への入賞がなく不正が行われていないと判断し、入賞無効処理を終
える。
【０１９７】
　一方、エッジデータがＯＮであれば（ステップＳ２６８：ＹＥＳ）、特別電動役物作動
フラグの値を確認する（ステップＳ２６９）。特別電動役物作動フラグの値が０５ＡＨで
あれば（ステップＳ２６９：＝０５ＡＨ）、大入賞口（図示せず）が開閉扉４６ａ（図５
参照）によって、開放されている状態であり、不正が行われていないと判断し、入賞無効
処理を終える。
【０１９８】
　他方、特別電動役物作動フラグの値が０５ＡＨでなければ（ステップＳ２６９：≠０５
ＡＨ）、大入賞口（図示せず）が開閉扉４６ａ（図５参照）によって閉止されている状態
であるにも係らず入賞があるため、不正が行われていると判断し、主制御ＣＰＵ６００ａ
は、大入賞口スイッチ４６ｃのエッジデータをクリアし、ＯＦＦにする処理を行い、主制
御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納する（ステッ
プＳ２７０）。
【０１９９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、不正情報タイマに３０ｓをセットし（ステップＳ２
７１）、入賞無効処理を終える。
【０２００】
＜スイッチ入力処理の説明＞
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　かくして、上記のような処理を終えた後、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６０
０ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納しておいた各種スイッチ類
のエッジデータを取得する（ステップＳ２５２）。これらエッジデータが全てＯＦＦ状態
（ステップＳ２５２：ＮＯ）であれば、スイッチ入力処理を終える。
【０２０１】
　一方、これらエッジデータのうちいずれか一つのデータがＯＮ状態（ステップＳ２５２
：ＹＥＳ）であれば、主制御ＣＰＵ６００ａは、賞球数毎に対応した入賞カウンタを加算
する処理を行う（ステップＳ２５３）。
【０２０２】
　具体的には、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１に遊技球が入賞（エッジデータがＯＮ）
すると、第１入賞カウンタをインクリメント（＋１）する処理を行う。そして、左上一般
入賞口スイッチ４８ｂ１，左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１，左下一般入賞口スイッチ４
８ｄ１の何れかに遊技球が入賞（エッジデータがＯＮ）すると、入賞した数だけ、第２入
賞カウンタをインクリメント（＋１）する処理を行う。さらに、大入賞口スイッチ４６ｃ
に遊技球が入賞（エッジデータがＯＮ）すると、第３入賞カウンタをインクリメント（＋
１）する処理を行う。そしてさらに、特別図柄１始動口スイッチ４４ａ，特別図柄２始動
口スイッチ４５ａの何れかに遊技球が入賞（エッジデータがＯＮ）すると、入賞した数だ
け、第４入賞カウンタをインクリメント（＋１）する処理を行う。
【０２０３】
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記の処理をした後、スイッチ入力処理を終える
。
【０２０４】
＜賞球管理処理の説明＞
　次に、図２１を参照して、上記賞球管理処理について詳細に説明する。賞球管理処理は
、図２１に示すように、先ず、入賞カウンタの総数をループカウンタにセットする（ステ
ップＳ２８０）。すなわち、本実施形態において、入賞カウンタは、第１入賞カウンタ，
第２入賞カウンタ，第３入賞カウンタ，第４入賞カウンタの４つが存在する（図１９に示
すステップＳ２５３の説明参照）ため、ループカウンタに４がセットされる。
【０２０５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、入賞カウンタの番号に１をセットする。より詳しく
説明すると、本実施形態においては、第１入賞カウンタ，第２入賞カウンタ，第３入賞カ
ウンタ，第４入賞カウンタの４つの入賞カウンタが存在しているため、それぞれの入賞カ
ウンタに番号が割り当てられることとなる。すなわち、第１入賞カウンタの番号は１、第
２入賞カウンタの番号は２、第３入賞カウンタの番号は３、第４入賞カウンタの番号は４
というように番号が割り当てられることとなり、その割り当てられた番号を示す数値がＮ
で、その数値Ｎに１がセットされるというものである（ステップＳ２８１）。
【０２０６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、その数値Ｎにセットされた番号を確認し、その番号
に該当する入賞カウンタの値を確認する（ステップＳ２８２）。すなわち、数値Ｎに１が
セットされていた場合は、第１入賞カウンタの値が０か否かを確認し、数値Ｎに２がセッ
トされていた場合は、第２入賞カウンタの値が０か否かを確認し、数値Ｎに３がセットさ
れていた場合は、第３入賞カウンタの値が０か否かを確認し、数値Ｎに４がセットされて
いた場合は、第４入賞カウンタの値が０か否かを確認する。
【０２０７】
　そして、入賞カウンタの値が０であれば（ステップＳ２８２：＝０）、主制御ＣＰＵ６
００ａは、数値Ｎをインクリメント（＋１）する処理を行い（ステップＳ２８３）、ルー
プカウンタの値を減算（－１）する処理を行う（ステップＳ２８４）。そしてその処理に
よって、ループカウンタの値が０（ステップＳ２８５：＝０）になれば、賞球管理処理を
終え、０でなければ（ステップＳ２８５：≠０）、ステップＳ２８２に戻り、ステップＳ
２８２～ステップＳ２８５の処理を繰り返す。
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【０２０８】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、入賞カウンタの値が０でなければ（ステップＳ２８２
：≠０）、数値Ｎに１がセットされていた場合、第１入賞カウンタの値を減算（－１）す
る処理を行い、数値Ｎに２がセットされていた場合、第２入賞カウンタの値を減算（－１
）する処理を行い、数値Ｎに３がセットされていた場合、第３入賞カウンタの値を減算（
－１）する処理を行い、数値Ｎに４がセットされていた場合、第４入賞カウンタの値を減
算（－１）する処理を行う（ステップＳ２８６）。
【０２０９】
　そして、この処理の後、主制御ＣＰＵ６００ａは、払出個数を指定した払出制御コマン
ドＰＡＹ_ＣＭＤを払出制御基板７０（図７参照）に送信する。具体的には、上記ステッ
プＳ２８６の処理にて、第１入賞カウンタの値を減算した場合は、そのカウンタ値を減算
した値、すなわち、１に対応した遊技球（例えば、５個）を払出すよう指定した払出制御
コマンドＰＡＹ_ＣＭＤを払出制御基板７０（図７参照）に送信する。そして、第２入賞
カウンタの値を減算した場合は、そのカウンタ値を減算した値、すなわち、１に対応した
遊技球（例えば、１０個）を払出すよう指定した払出制御コマンドＰＡＹ_ＣＭＤを払出
制御基板７０（図７参照）に送信する。そしてさらに、第３入賞カウンタの値を減算した
場合は、そのカウンタ値を減算した値、すなわち、１に対応した遊技球（例えば、１５個
）を払出すよう指定した払出制御コマンドＰＡＹ_ＣＭＤを払出制御基板７０（図７参照
）に送信する。またさらに、第４入賞カウンタの値を減算した場合は、そのカウンタ値を
減算した値、すなわち、１に対応した遊技球（例えば、３個）を払出すよう指定した払出
制御コマンドＰＡＹ_ＣＭＤを払出制御基板７０（図７参照）に送信する（ステップＳ２
８７）。これにより、払出制御基板７０は、当該払出制御コマンドＰＡＹ_ＣＭＤに基づ
いて、払出モータＭを制御して遊技球を払出すこととなる。
【０２１０】
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記処理を終えた後、賞球管理処理を終える。
【０２１１】
＜普通図柄処理の説明＞
　次に、図２２を参照して、上記普通図柄処理について詳細に説明する。
【０２１２】
　図２２に示すように、普通図柄処理は、先ず、ゲートからなる普通図柄始動口４７（図
５参照）において、遊技球の通過を検出したか否かを確認、すなわち、普通図柄始動口４
７の普通図柄始動口スイッチ４７ａ（図７参照）の信号レベルを確認する（ステップＳ３
００）。そして遊技球の通過を検出した場合（ステップＳ３００：ＹＥＳ）、主制御ＣＰ
Ｕ６００ａは、普通図柄の始動保留球数が例えば４以上か否かを判断するため、普通図柄
の始動保留球数が格納されている主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（
図９（ａ）参照）を確認する（ステップＳ３０１）。その際、普通図柄の始動保留球数が
４未満であれば（ステップＳ３０１：≠ＭＡＸ）、普通図柄の始動保留球数を１加算する
（ステップＳ３０２）。その後、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄の当否抽選に用いら
れる普通図柄当り判定用乱数値を普通図柄の始動保留球数が格納されている主制御ＲＡＭ
６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納した上で（ステップＳ
３０３）、ステップＳ３０４の処理に進む。
【０２１３】
　一方、ステップＳ３００にて、遊技球の通過を検出しなかった場合（ステップＳ３００
：ＮＯ）、ステップＳ３０１にて、普通図柄の始動保留球数が４以上であると判断した場
合（ステップＳ３０１：＝ＭＡＸ）には、ステップＳ３０２～Ｓ３０３の処理は行わず、
ステップＳ３０４の処理に進む。
【０２１４】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ３０４の処理に進むと、普通図柄当たり作動フラ
グがＯＮに設定されているか、すなわち、普通図柄当たり作動フラグに５ＡＨが設定され
ているかを確認する（ステップＳ３０４）。普通図柄当たり作動フラグに５ＡＨが設定さ
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れていれば（ステップＳ３０４：ＯＮ）、普通図柄が当たり中であると判断し、普通図柄
の表示データの更新を行った後（ステップＳ３１３）、普通図柄処理を終える。
【０２１５】
　一方、普通図柄当たり作動フラグに５ＡＨが設定されていなければ（ステップＳ３０４
：ＯＦＦ）、普通図柄の挙動を示す処理状態、すなわち、普通図柄動作ステータスフラグ
の値を確認する（ステップＳ３０５）。そして、普通図柄動作ステータスフラグが００Ｈ
であれば、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄の変動開始前の状態であると判断し、ステ
ップＳ３０６に進み、普通図柄の始動保留球数が０か否かを確認する（ステップＳ３０６
）。
【０２１６】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄の始動保留球数が格納されている主制御ＲＡＭ６０
０ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）を確認した上で、０であると判断
した場合（ステップＳ３０６：＝０）は、普通図柄の表示データの更新を行った後（ステ
ップＳ３１３）、普通図柄処理を終える。一方、０でないと判断した場合（ステップＳ３
０６：≠０）は、普通図柄の始動保留球数を１減算する（ステップＳ３０７）。
【０２１７】
　その後、主制御ＣＰＵ６００ａは、図２５（ａ）に示す普通図柄当たり判定テーブルＮ
ＰＰ_ＴＢＬを用いて主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）
参照）に格納されている普通図柄の始動保留球数に対応した乱数値の当たり判定を行う。
すなわち、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技状態を示す普通図柄確変フラグがＯＦＦであれ
ば、当該乱数値が、図２５（ａ）に示す普通図柄当たり判定テーブルＮＰＰ_ＴＢＬ（通
常状態）の下限値（図示では、２４９）以上で上限値（図示では、２５０）以下か否かを
判定し、下限値以上で上限値以下であれば、普通図柄当たり判定フラグに５ＡＨをセット
し、ＯＮにする。それ以外の場合は、普通図柄当たり判定フラグをＯＦＦにする。
【０２１８】
　一方、遊技状態を示す普通図柄確変フラグがＯＮであれば、当該乱数値が、図２５（ａ
）に示す普通図柄当たり判定テーブルＮＰＰ_ＴＢＬ（確変状態）の下限値（図示では、
４）以上で上限値（図示では、２５０）以下か否かを判定し、下限値以上で上限値以下で
あれば、普通図柄当たり判定フラグに５ＡＨをセットし、ＯＮにする。それ以外の場合は
、普通図柄当たり判定フラグをＯＦＦにセットする処理を行う（ステップＳ３０８）。
【０２１９】
　そして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記乱数抽選処理にて決定した抽選結果に基づいて
、停止図柄（普通図柄停止図柄）を決定する（ステップＳ３０９）。
【０２２０】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄の変動時間を短くする普通図柄時短フラグ
がＯＮに設定されているかを確認し、ＯＮに設定されていれば、普通図柄変動タイマにそ
れに応じた変動時間を設定し、ＯＦＦに設定されていれば、普通図柄変動タイマに通常の
変動時間を設定する処理を行う（ステップＳ３１０）。
【０２２１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄の始動保留球数に対応した普通図柄の当否
抽選に用いられる乱数値が格納されている主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６０
０ｃａ（図９（ａ）参照）の記憶領域をシフトする（ステップＳ３１１）。すなわち、普
通図柄の始動保留球数を最大で４個保留できるとすると、普通図柄の始動保留球数４に対
応した普通図柄の当否抽選に用いられる乱数値を普通図柄の始動保留球数３に対応した普
通図柄の当否抽選に用いられる乱数値が格納されていた主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用Ｒ
ＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）にシフトし、普通図柄の始動保留球数３に対応し
た普通図柄の当否抽選に用いられる乱数値を普通図柄の始動保留球数２に対応した普通図
柄の当否抽選に用いられる乱数値が格納されていた主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ
領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）にシフトし、普通図柄の始動保留球数２に対応した普
通図柄の当否抽選に用いられる乱数値を普通図柄の始動保留球数１に対応した普通図柄の
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当否抽選に用いられる乱数値が格納されていた主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域
６００ｃａ（図９（ａ）参照）にシフトするという処理を行う。
【０２２２】
　この処理の後、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３０５にて用いた普通図柄動
作ステータスフラグに０１Ｈを設定し、普通図柄の始動保留球数４に対応した普通図柄の
当否抽選に用いられる乱数値が格納されていた主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域
６００ｃａ（図９（ａ）参照）に００Ｈを設定する処理を行う（ステップＳ３１２）。
【０２２３】
　そして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３１２の処理を終えた後、普通図柄
の表示データの更新を行い（ステップＳ３１３）、普通図柄処理を終える。
【０２２４】
　他方、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３０５にて、普通図柄の挙動を示す処
理状態、すなわち、普通図柄動作ステータスフラグの値が０１Ｈであれば、主制御ＣＰＵ
６００ａは、普通図柄が変動中であると判断し、ステップＳ３１４に進み、普通図柄変動
タイマが０か否かを確認する（ステップＳ３１４）。普通図柄変動タイマが０でなければ
（ステップＳ３１４：≠０）、普通図柄の表示データの更新を行い（ステップＳ３１３）
、普通図柄処理を終える。そして、普通図柄変動タイマが０であれば（ステップＳ３１４
：＝０）、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３０５にて用いた普通図柄動作ステ
ータスフラグに０２Ｈを設定し、普通図柄の当否抽選結果を一定時間維持させるために、
普通図柄変動タイマに例えば約６００ｍｓの時間が設定される（ステップＳ３１５）。
【０２２５】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３１５の処理を終えた後、普通図柄の表示デ
ータの更新を行い（ステップＳ３１３）、普通図柄処理を終える。
【０２２６】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ３０５にて、普通図柄の挙動を示す処
理状態、すなわち、普通図柄動作ステータスフラグの値が０２Ｈであれば、主制御ＣＰＵ
６００ａは、普通図柄が確認時間中（普通図柄の変動が終了して停止中）であると判断し
、ステップＳ３１６に進み、普通図柄変動タイマが０か否かを確認する（ステップＳ３１
６）。普通図柄変動タイマが０でなければ（ステップＳ３１６：≠０）、普通図柄の表示
データの更新を行い（ステップＳ３１３）、普通図柄処理を終える。そして、普通図柄変
動タイマが０であれば（ステップＳ３１６：＝０）、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステ
ップＳ３０５にて用いた普通図柄動作ステータスフラグに００Ｈを設定し（ステップＳ３
１７）、普通図柄当たり判定フラグがＯＮに設定（５ＡＨが設定）されているかを確認す
る（ステップＳ３１８）。
【０２２７】
　これにより、普通図柄当たり判定フラグがＯＦＦに設定（５ＡＨが設定されていない）
されていれば（ステップＳ３１８：ＯＦＦ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、普通図柄の表示
データの更新を行い（ステップＳ３１３）、普通図柄処理を終える。そして、普通図柄当
たり判定フラグがＯＮに設定（５ＡＨが設定）されていれば（ステップＳ３１８：ＯＮ）
、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ３０４にて用いられる普通図柄当たり作動フラグ
をＯＮ（５ＡＨを設定）に設定した（ステップＳ３１９）後、普通図柄処理を終える。
【０２２８】
＜特別図柄処理の説明＞
　次に、図２３及び図２４を参照して、上記特別図柄処理について詳細に説明する。
【０２２９】
　図２３に示すように、特別図柄処理は、先ず、特別図柄１始動口４４（図５参照）の特
別図柄１始動口スイッチ４４ａ（図７参照）において、遊技球の入球（入賞球）を検出し
た否かを確認し（ステップＳ４００）、さらに、特別図柄２始動口４５（図５参照）の特
別図柄２始動口スイッチ４５ａ（図７参照）において、遊技球の入球（入賞球）を検出し
たか否かを確認する（ステップＳ４０１）。
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【０２３０】
＜特別図柄処理：始動口チェック処理の説明＞
　この処理について、図２４を用いて詳しく説明すると、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別
図柄１始動口４４又は特別図柄２始動口４５に遊技球が入球（入賞）したか否かを確認、
すなわち、特別図柄１始動口４４の特別図柄１始動口スイッチ４４ａ又は特別図柄２始動
口４５の特別図柄２始動口スイッチ４５ａのレベルを確認する（ステップＳ４５０）。こ
れにより、遊技球の入球（入賞）を検出しなければ（ステップＳ４５０：ＮＯ）、特別図
柄処理を終える。
【０２３１】
　一方、遊技球の入球（入賞）を検出すれば（ステップＳ４５０：ＹＥＳ）、主制御ＣＰ
Ｕ６００ａは、特別図柄の変動契機となる始動保留球数が所定数、主制御ＲＡＭ６００ｃ
の通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納されているか否かを確認する（
ステップＳ４５１）。その始動保留球数が、４未満であれば（ステップＳ４５１：≠ＭＡ
Ｘ）、当該始動保留球数を１加算（＋１）する（ステップＳ４５２）。
【０２３２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄停止の際用いられる乱数値及び変動パター
ン用乱数値並びに大当たり判定用乱数値を特別図柄の変動契機となる始動保留球数が格納
されている主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格
納する（ステップ４５３）。
【０２３３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、現在の遊技状態（特別図柄大当たり判定フラグがＯ
Ｎに設定されているか否か等）を確認し、先読み禁止状態か否かを判定する（ステップＳ
４５４）。そして、先読み禁止状態でなければ（ステップＳ４５４：ＮＯ）、主制御ＣＰ
Ｕ６００ａは、上記ステップＳ４５３にて主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６０
０ｃａ（図９（ａ）参照）に格納した特別図柄の当否抽選に用いられる大当たり判定用乱
数値を取得し（ステップＳ４５５）、さらに、図示しない始動口入賞時乱数判定テーブル
を取得する（ステップＳ４５６）。
【０２３４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ４５５にて取得した大当たり判定用
乱数値及びステップＳ４５６にて取得した始動口入賞時乱数判定テーブル（図示せず）を
用いて、大当たり抽選を行い、さらに、上記ステップＳ４５３にて主制御ＲＡＭ６００ｃ
の通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納した特別図柄用乱数値を用いて
、大当たりの種類（ランクアップボーナス当り，通常の大当り等）を決定し、変動パター
ン用乱数値を用いて、変動パターンを決定し、それに応じた特別図柄始動口入賞コマンド
を生成する（ステップＳ４５７）。
【０２３５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記生成された特別図柄始動口入賞コマンドに応じ
た下位バイトの始動保留加算コマンドを生成する（ステップＳ４５８）。
【０２３６】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ４５８の処理を終えるか、又は、上記
ステップＳ４５１にて特別図柄１又は２の始動保留球数が４以上であるか（ステップＳ４
５１：＝ＭＡＸ）、あるいは、先読み禁止状態であれば（ステップＳ４５４：ＹＥＳ）、
増加した始動保留球数に応じた上位バイトの始動保留加算コマンドを生成する（ステップ
Ｓ４５９）。
【０２３７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ４５８にて生成した下位バイトの始
動保留加算コマンドと、上記ステップＳ４５９にて生成した上位バイトの始動保留加算コ
マンドとを結合した上で、始動保留加算コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）とし
て、演出制御基板９０に送信する処理を行う（ステップＳ４６０）。
【０２３８】
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＜特別図柄処理の説明＞
　かくして、図２３に示すステップＳ４００及びステップＳ４０１の処理を終えると、主
制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄小当たり作動フラグがＯＮに設定されているか、すなわ
ち、特別図柄小当たり作動フラグに５ＡＨが設定されているかを確認する（ステップＳ４
０２）。特別図柄小当たり作動フラグに５ＡＨが設定されていれば（ステップＳ４０２：
ＯＮ）、特別図柄が小当たり中であると判断し、特別図柄の表示データの更新を行った後
（ステップＳ４０８）、特別図柄処理を終える。
【０２３９】
　一方、特別図柄小当たり作動フラグに５ＡＨが設定されていなければ（ステップＳ４０
２：ＯＦＦ）、特別図柄大当たり作動フラグがＯＮに設定されているか、すなわち、特別
図柄大当たり作動フラグに５ＡＨが設定されているかを確認する（ステップＳ４０３）。
特別図柄大当たり作動フラグに５ＡＨが設定されていれば（ステップＳ４０３：ＯＮ）、
特別図柄が大当たり中であると判断し、特別図柄の表示データの更新を行った後（ステッ
プＳ４０８）、特別図柄処理を終える。
【０２４０】
　一方、特別図柄大当たり作動フラグに５ＡＨが設定されていなければ（ステップＳ４０
３：ＯＦＦ）、特別図柄の挙動を示す処理状態、すなわち、特別図柄動作ステータスフラ
グの値を確認する（ステップＳ４０４）。より詳しく説明すると、主制御ＣＰＵ６００ａ
は、特別図柄動作ステータスフラグの値が００Ｈ又は０１Ｈであれば、特別図柄変動待機
中（特別図柄の変動が行われておらず次回の変動のための待機状態であることを示す）で
あると判定し、特別図柄変動開始処理を行う（ステップＳ４０５）。
【０２４１】
　この特別図柄変動開始処理にて、変動開始コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）
、始動保留球減算コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）、特別図柄変動パターンの
コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）が演出制御基板９０に送信されることとなる
。
【０２４２】
　また、この特別図柄変動開始処理にて、図２４に示すステップＳ４５３にて主制御ＲＡ
Ｍ６００ｃの通常用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納した各始動保留球数
（始動保留１～４）に対応した乱数値（大当たり判定用乱数値）が、特別図柄の大当たり
か小当たりかを図２５（ｂ）に示す特別図柄大当たり判定テーブルＳＤＨ_ＴＢＬ、図２
５（ｃ）に示す特別図柄小当たり判定テーブルＳＤＰ_ＴＢＬを用いて判定する。すなわ
ち、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技状態を示す特別図柄確変フラグがＯＦＦであれば、大
当たり判定用乱数値が、図２５（ｂ）に示す特別図柄大当たり判定テーブルＳＤＨ_ＴＢ
Ｌ（通常状態）の下限値（図示では、１０００１）以上で上限値（図示では、１０１６４
）以下か否かを判定し、下限値以上で上限値以下であれば、特別図柄大当たり判定フラグ
に５ＡＨをセットし、ＯＮにする。それ以外の場合は、特別図柄大当たり判定フラグをＯ
ＦＦにする。
【０２４３】
　一方、遊技状態を示す特別図柄確変フラグがＯＮであれば、大当たり判定用乱数値が、
図２５（ｂ）に示す特別図柄大当たり判定テーブルＳＤＨ_ＴＢＬ（確変状態）の下限値
（図示では、１０００１）以上で上限値（図示では、１１６４０）以下か否かを判定し、
下限値以上で上限値以下であれば、特別図柄大当たり判定フラグに５ＡＨをセットし、Ｏ
Ｎにする。それ以外の場合は、特別図柄大当たり判定フラグをＯＦＦにセットする処理を
行う。
【０２４４】
　他方、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄２変動中フラグがＯＦＦであれば、大当たり
判定用乱数値が、図２５（ｃ）に示す特別図柄小当たり判定テーブルＳＤＰ_ＴＢＬ（特
別図柄１）の下限値（図示では、２０００１）以上で上限値（図示では、２０１６４）以
下か否かを判定し、下限値以上で上限値以下であれば、特別図柄小当たり判定フラグに５
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ＡＨをセットし、ＯＮにする。それ以外の場合は、特別図柄小当たり判定フラグをＯＦＦ
にセットする処理を行う。
【０２４５】
　一方、特別図柄２変動中フラグがＯＮであれば、大当たり判定用乱数値が、図２５（ｃ
）に示す特別図柄小当たり判定テーブルＳＤＰ_ＴＢＬ（特別図柄２）の下限値（図示で
は、２０００１）以上で上限値（図示では、２００８２）以下か否かを判定し、下限値以
上で上限値以下であれば、特別図柄小当たり判定フラグに５ＡＨをセットし、ＯＮにする
。それ以外の場合は、特別図柄小当たり判定フラグをＯＦＦにセットする処理を行う。
【０２４６】
　他方、特別図柄動作ステータスフラグの値が０２Ｈの場合、主制御ＣＰＵ６００ａは、
特別図柄変動中（特別図柄が現在変動中であることを示す）であると判定し、特別図柄変
動中処理を行う（ステップＳ４０６）。この特別図柄変動中処理にて、特別図柄の変動停
止コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）が演出制御基板９０に送信される。これに
より、液晶表示装置４１に表示される特別図柄が上記特別図柄変動開始処理にて生成され
た特別図柄の停止図柄の内容にて停止することとなる。
【０２４７】
　一方、特別図柄動作ステータスフラグの値が０３Ｈの場合、主制御ＣＰＵ６００は、特
別図柄確認中（特別図柄の変動が終了して停止中であることを示す）であると判定し、特
別図柄確認時間中処理を行う（ステップＳ４０７）。なお、このような処理を終えた後、
特別図柄動作ステータスフラグの値に００Ｈがセットされることとなる。
【０２４８】
　このように、上記ステップＳ４０５、ステップＳ４０６、ステップＳ４０７のいずれか
の処理を終えると、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄の表示データの更新を行った後（
ステップＳ４０８）、特別図柄処理を終える。
【０２４９】
＜設定確認処理の説明＞
　次に、図２６を参照して、上記設定確認処理について詳細に説明する。設定確認処理は
、図２６に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、先ず、遊技者に有利な特別遊技状態を
発生させる確率の設定値を確認中か否かを示す設定確認フラグがＯＮに設定されているか
否かを確認する（ステップＳ５００）。設定確認フラグがＯＮに設定されていれば（ステ
ップＳ５００：ＹＥＳ）、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値を確認
中であると判断し、ステップＳ５０２の処理に進み、設定確認フラグがＯＦＦに設定され
ていれば（ステップＳ５００：ＮＯ）、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の
設定値を確認中でないと判断し、ステップＳ５０１の処理に進む。
【０２５０】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設
定値を確認しても良い条件が成立しているか否かを確認する（ステップＳ５０１）。すな
わち、設定値を確認しても良い条件とは、設定変更スイッチ６５０（図７参照）が押下さ
れていないか、又は、上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されている以外のエラーが発生
中でないか、又は、特別図柄の変動が停止（始動保留球が無い状態、液晶表示装置４１に
待機画面が表示されている状態）、又は、普通図柄の変動が停止（始動保留球が無い状態
）等の条件をいうものである。
【０２５１】
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記例示した条件のうち、何れかの条件が成立し
ていないと（ステップＳ５０１：ＮＯ）、設定確認処理を終える一方、上記例示した条件
のうち、何れかの条件が成立していると（ステップＳ５０１：ＹＥＳ）、図２に示すよう
に、上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されているか否かを確認する（ステップＳ５０２
）。
【０２５２】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されていれば（ステップ
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Ｓ５０２：ＹＥＳ）、図７に示す設定キースイッチ６４０に専用キーが挿入され、ＯＮさ
れているか否かを確認する（ステップＳ５０３）。設定キースイッチ６４０がＯＮされて
いれば（ステップＳ５０３：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、設定確認フラグをＯＮ
にセットし（ステップＳ５０４）、この事を示す処理コマンド（演出制御コマンドＤＩ_
ＣＭＤ）を演出制御基板９０に送信する（ステップＳ５０５）。
【０２５３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、発射制御信号をＯＦＦに設定し、それを払出制御基
板７０に送信し（ステップＳ５０６）、設定確認処理を終える。これにより、払出制御基
板７０は、発射制御基板７１の動作を停止させるように制御する。
【０２５４】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、上部開閉扉７、下部開放扉８が開放されていないか（
ステップＳ５０２：ＮＯ）、又は、図７に示す設定キースイッチ６４０がＯＦＦされてい
れば（ステップＳ５０３：ＮＯ）、設定確認フラグをＯＦＦにセットし（ステップＳ５０
７）、この事を示す処理コマンド（演出制御コマンドＤＩ_ＣＭＤ）を演出制御基板９０
に送信する（ステップＳ５０８）。
【０２５５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、発射制御信号をＯＮに設定し、それを払出制御基板
７０に送信し（ステップＳ５０９）、設定確認処理を終える。これにより、払出制御基板
７０は、発射制御基板７１の動作を開始させるように制御する。
【０２５６】
＜賞球入賞数管理処理２の説明＞
　次に、図２７～図２８を参照して、上記賞球入賞数管理処理２について詳細に説明する
。この賞球入賞管理処理２は、図９（ｂ）に示す主制御ＲＯＭ６００ｂの計測用プログラ
ム領域６００ｂｅに格納されているプログラムを読み出し処理されるものである。
【０２５７】
　図２７に示すように、賞球入賞数管理処理２は、先ず、主制御ＣＰＵ６００ａ内のレジ
スタ群の内容を主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用スタック領域６００ｃｇ（図９（ａ）参照
）に退避させる退避処理を実行する（ステップＳ５５０）。
【０２５８】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃ
ｅ（図９（ａ）参照）の初期設定を行う（ステップＳ５５１）。なお、この初期設定は、
図１４を参照して説明した内容と同一であるため、説明は省略する。
【０２５９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、スイッチ確認処理を行う（ステップＳ５５２）。ス
イッチ確認処理では、図１９に示すステップＳ２５０にて、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常
用ＲＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）に格納されている右上一般入賞口スイッチ４
８ａ１，左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１，左中一般入賞口スイッチ４８ｃ１，左下一般
入賞口スイッチ４８ｄ１，大入賞口スイッチ４６ｃ，アウト口スイッチ４９ａ，特別図柄
１始動口スイッチ４４ａ，特別図柄２始動口スイッチ４５ａ，普通図柄始動口スイッチ４
７ａのＯＮ／ＯＦＦ信号を主制御ＣＰＵ６００ａにて読み出し、主制御ＣＰＵ６００ａは
、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１の入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、左上一般入
賞口スイッチ４８ｂ１の入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、左中一般入賞口スイッチ
４８ｃ１の入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１の入
力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、大入賞口スイッチ４６ｃの入力フラグのＯＮ／ＯＦ
Ｆ設定を行い、アウト口スイッチ４９ａの入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、特別図
柄１始動口スイッチ４４ａの入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、特別図柄２始動口ス
イッチ４５ａの入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、普通図柄始動口スイッチ４７ａの
入力フラグのＯＮ／ＯＦＦ設定を行い、各入力フラグを主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用Ｒ
ＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する。
【０２６０】
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　かくして、この各入力フラグが、図１５に示すカウント処理にて使用されることとなる
。しかして、このように、各入力フラグを主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６０
０ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納しておけば、図１５に示すカウント処理が実行される前
に、右上一般入賞口スイッチ４８ａ１，左上一般入賞口スイッチ４８ｂ１，左中一般入賞
口スイッチ４８ｃ１，左下一般入賞口スイッチ４８ｄ１，大入賞口スイッチ４６ｃ，アウ
ト口スイッチ４９ａ，特別図柄１始動口スイッチ４４ａ，特別図柄２始動口スイッチ４５
ａ，普通図柄始動口スイッチ４７ａの何れかのエッジデータがＯＮとなった後、何らかの
異常等が発生し電源が遮断されたとしても、このエッジデータのＯＮ／ＯＦＦの内容は各
入力フラグのＯＮ／ＯＦＦの内容として主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００
ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されることとなるから、その後、電源遮断復帰したとして
も、上述したように、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）
参照）はクリアされないため、各入力フラグの内容はクリアされないこととなり、もって
、図１５に示すカウント処理にて使用されれば、電源遮断復帰時に正確な情報を生成する
ことができることとなる。
【０２６１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、表示更新処理を実行し（ステップＳ５５３）、主制
御ＲＡＭ６００ｃの計測用スタック領域６００ｃｇ（図９（ａ）参照）に退避させておい
たレジスタの内容を復帰させ（ステップＳ５５４）、賞球入賞数管理処理２を終える。
【０２６２】
＜表示更新処理の説明＞
　この表示更新処理について、図２８を参照してより詳しく説明すると、主制御ＣＰＵ６
００ａは、ＲＡＭエラーフラグを確認する（ステップＳ６００）。ＲＡＭエラーフラグが
ＯＮに設定されていれば、「１」～「６」の何れかの値を示していないと判断し（ステッ
プＳ６００：ＹＥＳ）、主制御ＲＡＭ６００ｃに異常が発生（ＲＡＭエラー）として、主
制御ＣＰＵ６００ａは、計測表示装置６１０（図７参照）の第１の計測表示装置６１０Ａ
（図８（ａ）参照）、第２の計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）、第３の計測表示
装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）参照）に「
―　―　―　―」を表示又は「００００」を表示させるデータを出力し（ステップＳ６０
１）表示更新処理を終える。これにより、計測表示装置６１０（図７参照）の第１の計測
表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）、第２の計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）
、第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８
（ａ）参照）に「―　―　―　―」が表示又は「００００」が表示されることとなる。
【０２６３】
　一方、ＲＡＭエラーフラグがＯＦＦに設定されていれば、「１」～「６」の何れかの値
が示されていると判断し（ステップＳ６００：ＮＯ）、主制御ＲＡＭ６００ｃに異常が発
生（ＲＡＭエラー）として、主制御ＣＰＵ６００ａは、初期設定済みフラグがＯＮに設定
されているか否かを確認する（ステップＳ６０２）。初期設定済みフラグがＯＮに設定さ
れていなければ（ステップＳ６０２：ＮＯ）、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域
６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されている累積アウトカウンタを取得し、所定数（
例えば、３００個）に達したか否かを確認する（ステップＳ６０３）。累積アウトカウン
タが所定数（例えば、３００個）に達していなければ（ステップＳ６０３：ＮＯ）、主制
御ＣＰＵ６００ａは、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示させるリアル
タイム計測表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（
図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６０４）。そしてさらに、主制御ＣＰＵ６００
ａは、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示させる前回の計測結果表示デ
ータを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）
に格納する（ステップＳ６０５）。
【０２６４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、表示カウンタをインクリメント（＋１）する（ステ
ップＳ６０６）。
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【０２６５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、表示カウンタが５秒に相当する値（第１所定値）に
達したか否かを確認し（ステップＳ６０７）、第１所定値に達していなければ（ステップ
Ｓ６０７：ＮＯ）、ステップＳ６０４にて作成されたリアルタイム計測表示データを計測
表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に出力する（ステップＳ６０８）。これにより
、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の
計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｂＬ」が点滅
表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ｂ）参照
）の７セグメントには、比率情報「－ －」が点灯表示されることとなる。なお、点滅表
示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の０．６秒周期である。
【０２６６】
　一方、第１所定値に達していれば（ステップＳ６０７：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、表示カウンタが１０秒に相当する値（第２所定値）に達したか否かを確認し（ステ
ップＳ６０９）、第２所定値に達していなければ（ステップＳ６０９：ＮＯ）、ステップ
Ｓ６０５にて作成された前回の計測結果表示データを計測表示装置６１０（図７、図８（
ａ）参照）に出力する（ステップＳ６１０）。これにより、計測表示装置６１０（図７、
図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（
ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｂ６」が点滅表示され、第２の計測表示装置
６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、比率情
報「－ －」が点灯表示されることとなる。なお、点滅表示は、点灯０．３秒、消灯０．
３秒の０．６秒周期である。
【０２６７】
　他方、第２所定値に達していれば（ステップＳ６０９：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、表示カウンタに０を設定する（ステップＳ６１１）。
【０２６８】
　かくして、このようにすれば、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の表示内
容が５秒毎に、リアルタイム計測表示データ（第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測
表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｂＬ」が点滅表示
され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の
７セグメントには、比率情報「－ －」が点灯表示）、前回の計測結果表示データ（第４
の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメン
トには、識別情報「ｂ６」が点滅表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表
示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、比率情報「－ －」が点灯表示
）に切り替えられることとなる。
【０２６９】
　なお、上記ステップＳ６０８、ステップＳ６１０、ステップＳ６１１の処理後、主制御
ＣＰＵ６００ａは、表示処理を終える。
【０２７０】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、累積アウトカウンタが所定数（例えば、３００個）に
達していれば（ステップＳ６０３：ＹＥＳ）、初期設定済みフラグにＯＮを設定（ステッ
プＳ６１２）し、ステップＳ６１３の処理に進む。また、主制御ＣＰＵ６００ａは、初期
設定済みフラグがＯＮに設定されていれば（ステップＳ６０２：ＹＥＳ）、ステップＳ６
１３の処理に進む。
【０２７１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃ
ｅ（図９（ａ）参照）に格納されている低確累積アウトカウンタを取得し、所定数（例え
ば、６０００個）に達したか否かを確認する（ステップＳ６１３）。低確累積アウトカウ
ンタが所定数（例えば、６０００個）に達していなければ（ステップＳ６１３：ＮＯ）、
主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（
ａ）参照）のｂＬベースモニタワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６
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１０（図７、図８（ａ）参照）に表示させるリアルタイム計測点滅表示データを作成し、
主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ス
テップＳ６１４）。これにより、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の
計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメント
には、識別情報「ｂＬ」が点滅表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示
装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、図１６又は図１７にて算出した比
率情報が点灯表示されることとなる。なお、点滅表示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の
０．６秒周期である。
【０２７２】
　一方、主制御ＣＰＵ６００ａは、低確累積アウトカウンタが所定数（例えば、６０００
個）に達していれば（ステップＳ６１３：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御Ｒ
ＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｂＬベースモニタワー
ク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表
示させるリアルタイム計測表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領
域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６１５）。これにより、計測表
示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示
装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｂＬ」が点灯表示され
、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セ
グメントには、図１６又は図１７にて算出した比率情報が点灯表示されることとなる。
【０２７３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃ
ｅ（図９（ａ）参照）に格納されている累積アウトカウンタを取得し、所定数（例えば、
６００００個）に達したか否かを確認する（ステップＳ６１６）。累積アウトカウンタが
所定数（例えば、６００００個）に達していなければ（ステップＳ６１６：ＮＯ）、主制
御ＣＰＵ６００ａは、計測回数を示す計測回数フラグを確認する（ステップＳ６１７）。
計測回数フラグが１以上であれば（ステップＳ６１７：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａ
は、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｂ６ベー
スモニタワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ
）参照）に表示させる前回の計測結果表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測
用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６１８）。これによ
り、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３
の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｂ６」が点
灯表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参
照）の７セグメントには、前回の計測結果である比率情報が点灯表示されることとなる。
【０２７４】
　一方、計測回数フラグが１以上でなければ（ステップＳ６１７：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ
６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の
ｂ６ベースモニタワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、
図８（ａ）参照）に表示させる前回の計測結果点滅表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６
００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６１９
）。これにより、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６
１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報
「ｂ６」が点滅表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（
図８（ａ）参照）の７セグメントには、比率情報「－ －」が点灯表示されることとなる
。なお、点滅表示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の０．６秒周期である。
【０２７５】
　他方、主制御ＣＰＵ６００ａは、累積アウトカウンタが所定数（例えば、６００００個
）に達していれば（ステップＳ６１６：ＹＥＳ）、計測回数フラグをインクリメント（＋
１）し（ステップＳ６２０）、累積アウトカウンタ、低確累積アウトカウンタ、累積賞球
カウンタ、第１役物累積賞球カウンタ、第２役物累積賞球カウンタの値をクリアする（ス
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テップＳ６２１）。
【０２７６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ６１８、ステップＳ６１９、ステッ
プＳ６２１の何れかの処理を終えた後、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設
定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現
在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値を確認する（ステ
ップＳ６２２）。
【０２７７】
　図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの
設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値
２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していなければ（ステップＳ６２２：
ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、計測表示装置６１０（図７参照）の第１の計測表示装
置６１０Ａ（図８（ａ）参照）、第２の計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）、第３
の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）
参照）に「―　―　―　―」を表示させるデータを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測
用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６２３）。これによ
り、計測表示装置６１０（図７参照）の第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）
、第２の計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）、第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８
（ａ）参照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）参照）に「―　―　―　―」が
表示されることとなる。
【０２７８】
　一方、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテー
ブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、
設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達していれば（ステップＳ６２２
：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００
ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納されている値を確認する（ステ
ップＳ６２４）。その値が所定値（例えば、６０％）以上であれば（ステップＳ６２４：
ＹＥＳ）、遊技規則に反していると判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６０
０ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納
されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示させるｙ６
役物比率点滅表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ
（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６２５）。これにより、計測表示装置６１０
（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ
（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｙ６」が点滅表示され、第２の計測
表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには
、図１６又は図１７にて算出した役物比率情報が点灯表示されることとなる。なお、点滅
表示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の０．６秒周期である。
【０２７９】
　一方、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６
役物比率ワーク領域に格納されている値が所定値（例えば、６０％）以上でなければ（ス
テップＳ６２４：ＮＯ）、遊技規則に反していないと判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、
主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率
ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）
に表示させるｙ６役物比率表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領
域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６２６）。これにより、計測表
示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示
装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｙ６」が表示され、第
２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメ
ントには、図１６又は図１７にて算出した役物比率情報が点灯表示されることとなる。
【０２８０】
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　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ６２５又はステップＳ６２６の処理
を終えた後、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の
ｙＡ役物比率ワーク領域に格納されている値を確認する（ステップＳ６２７）。その値が
所定値（例えば、６０％）以上であれば（ステップＳ６２７：ＹＥＳ）、遊技規則に反し
ていると判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６
００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワーク領域に格納されている値に基づき、計
測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示させるｙＡ役物比率点滅表示データを
作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納
する（ステップＳ６２８）。これにより、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）
の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セ
グメントには、識別情報「ｙＡ」が点滅表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の
計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、図１６又は図１７にて算
出した役物比率情報が点灯表示されることとなる。なお、点滅表示は、点灯０．３秒、消
灯０．３秒の０．６秒周期である。
【０２８１】
　一方、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ
役物比率ワーク領域に格納されている値が所定値（例えば、６０％）以上でなければ（ス
テップＳ６２７：ＮＯ）、遊技規則に反していないと判断し、主制御ＣＰＵ６００ａは、
主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率
ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）
に表示させるｙＡ役物比率表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領
域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ６２９）。これにより、計測表
示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示
装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｙＡ」が表示され、第
２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメ
ントには、図１６又は図１７にて算出した役物比率情報が点灯表示されることとなる。
【０２８２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ６２３、ステップＳ６２８、ステッ
プＳ６２９の何れかの処理を終えた後、表示カウンタをインクリメント（＋１）する（ス
テップＳ６３０）。
【０２８３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、表示カウンタが５秒に相当する値（第１所定値）に
達したか否かを確認し（ステップＳ６３１）、第１所定値に達していなければ（ステップ
Ｓ６３１：ＮＯ）、ステップＳ６１４、又は、ステップＳ６１５にて作成されたリアルタ
イム計測表示データを計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に出力する（ステッ
プＳ６３２）。これにより、低確累積アウトカウンタが所定数（例えば、６０００個）に
達するまでは、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１
０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「
ｂＬ」が点滅表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図
８（ａ）参照）の７セグメントには、算出した比率情報が点灯表示されることとなる。そ
して、低確累積アウトカウンタが所定数（例えば、６０００個）に達すると、計測表示装
置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置
６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｂＬ」が点灯表示され、第
２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメ
ントには、算出した比率情報が点灯表示されることとなる。
【０２８４】
　一方、第１所定値に達していれば（ステップＳ６３１：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、表示カウンタが１０秒に相当する値（第２所定値）に達したか否かを確認し（ステ
ップＳ６３３）、第２所定値に達していなければ（ステップＳ６３３：ＮＯ）、ステップ
Ｓ６１８、又は、ステップＳ６１９にて作成された前回の計測結果表示データを計測表示
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装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に出力する（ステップＳ６３４）。これにより、１
回目の累積アウト総数が６００００個に達するまでは、計測表示装置６１０（図７、図８
（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）
参照）の７セグメントには、識別情報「ｂ６」が点滅表示され、第２の計測表示装置６１
０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、比率情報「
－ －」が点灯表示されることとなる。そして、１回目の累積アウト総数が６００００個
に達すると、それ以降は、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表
示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、
識別情報「ｂ６」が点灯表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６
１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、前回の計測結果である比率情報が点灯表
示されることとなる。なお、点滅表示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の０．６秒周期で
ある。
【０２８５】
　他方、第２所定値に達していれば（ステップＳ６３３：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、表示カウンタが１５秒に相当する値（第３所定値）に達したか否かを確認し（ステ
ップＳ６３５）、第３所定値に達していなければ（ステップＳ６３５：ＮＯ）、ステップ
Ｓ６２３、又は、ステップＳ６２５、又は、ステップＳ６２６にて作成されたｙ６役物比
率表示データを計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に出力する（ステップＳ６
３６）。これにより、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数
カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２
」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達するまでは、計測
表示装置６１０（図７参照）の第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）、第２の
計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）、第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参
照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）参照）に「―　―　―　―」が表示され
ることとなる。そして、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計
数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「
２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達し、主制御ＲＡ
Ｍ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域
に格納されている値が所定値（例えば、６０％）以上であれば、計測表示装置６１０（図
７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図
８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｙ６」が点滅表示され、第２の計測表示
装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、算
出した役物比率情報が点灯表示されることとなる。そしてさらに、図１５に示すステップ
Ｓ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウ
トカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ
２）の値が６００００に達し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図
９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域に格納されている値が所定値（例えば、６０％
）以上でなければ、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置
６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情
報「ｙ６」が点灯表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ
（図８（ａ）参照）の７セグメントには、算出した役物比率情報が点灯表示されることと
なる。
【０２８６】
　一方、第３所定値に達していれば（ステップＳ６３５：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、表示カウンタが２０秒に相当する値（第４所定値）に達したか否かを確認し（ステ
ップＳ６３７）、第４所定値に達していなければ（ステップＳ６３７：ＮＯ）、ステップ
Ｓ６２３、又は、ステップＳ６２８、又は、ステップＳ６２９にて作成されたｙＡ役物比
率表示データを計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に出力する（ステップＳ６
３８）。これにより、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数
カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２
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」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達するまでは、計測
表示装置６１０（図７参照）の第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）、第２の
計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）、第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参
照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）参照）に「―　―　―　―」が表示され
ることとなる。そして、図１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計
数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウトカウンタ２（例えば、現在の設定値が「
２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ２）の値が６００００に達し、主制御ＲＡ
Ｍ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワーク領域
に格納されている値が所定値（例えば、６０％）以上であれば、計測表示装置６１０（図
７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図
８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「ｙＡ」が点滅表示され、第２の計測表示
装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、算
出した役物比率情報が点灯表示されることとなる。そしてさらに、図１５に示すステップ
Ｓ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累積アウ
トカウンタ２（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累積アウトカウンタ
２）の値が６００００に達し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図
９（ａ）参照）のｙＡ役物比率ワーク領域に格納されている値が所定値（例えば、６０％
）以上でなければ、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置
６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情
報「ｙＡ」が点灯表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ
（図８（ａ）参照）の７セグメントには、算出した役物比率情報が点灯表示されることと
なる。
【０２８７】
　他方、第４所定値に達していれば（ステップＳ６３７：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、表示カウンタに０を設定する（ステップＳ６３９）。
【０２８８】
　かくして、このようにすれば、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の表示内
容が５秒毎に、リアルタイム計測表示データ、前回の計測結果表示データ、ｙ６役物比率
表示データ、ｙＡ役物比率表示データに切り替えられることとなる。なお、主制御ＣＰＵ
６００ａは、上記ステップＳ６３２、ステップＳ６３４、ステップＳ６３６、ステップＳ
６３８、ステップＳ６３９の処理を終えた後、表示処理を終えることとなる。
【０２８９】
＜コモン設定、７セグメント出力処理の説明＞
　ここで、計測表示装置６１０に所定の表示をさせるにあたっての処理（図２８に示すス
テップＳ６０４、ステップＳ６０５、ステップＳ６０８、ステップＳ６１０、ステップＳ
６１４、ステップＳ６１５、ステップＳ６１８、ステップＳ６１９、ステップＳ６２３、
ステップＳ６２５、ステップＳ６２６、ステップＳ６２８、ステップＳ６２９、ステップ
Ｓ６３２、ステップＳ６３４、ステップＳ６３６、ステップＳ６３８）について、図２９
を参照して具体的に説明することとする。なお、この図２９に示す処理は、２個の７セグ
メントからなる特別図柄表示装置５０を点灯表示させる際の処理と共通化しているため、
図１８に示すステップＳ２１７のＬＥＤ管理処理にて処理されるものとなる。
【０２９０】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄表示装置５０、計測表示装置６１０に所定の表示を
させるにあたって、図２９に示すように、まず、コモンカウンタを更新する（ステップＳ
７００）。
【０２９１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、コモンカウンタをオフセットとし、特別図柄表示装
置５０、計測表示装置６１０を点灯させるにあたっての信号を選択すると共に、例えば、
「０」～「９」，「－」の表示パターンが格納されている出力ＬＥＤデータテーブル（図
示せず）を選択する（ステップＳ７０１）。
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【０２９２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、特別図柄表示装置５０、計測表示装置６１０を点灯
させるにあたっての信号を、図示しないＬＥＤドライバより出力させる（ステップＳ７０
２）。
【０２９３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、「０」～「９」、「－」の表示パターンが格納され
ている出力ＬＥＤデータテーブル（図示せず）と、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用ＲＡＭ
領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）をオフセットとし、主制御ＲＡＭ６００ｃの通常用Ｒ
ＡＭ領域６００ｃａ（図９（ａ）参照）内に格納されている特別図柄表示装置５０に関す
る出力ＬＥＤビットデータを選択する（ステップＳ７０３）。
【０２９４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、選択した出力ＬＥＤビットデータを図示しないＬＥ
Ｄドライバより出力させる。これにより、特別図柄表示装置５０に抽選結果が表示される
こととなる。
【０２９５】
＜計測表示装置用設定処理の説明＞
　次に、図３０を参照して、計測表示装置６１０の表示内容を設定するための処理につい
て説明する。
【０２９６】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、図３０に示すように、第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（
ａ）参照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）参照）を消灯させるか否かを確認
する。すなわち、図３０に示すステップＳ６０４、ステップＳ６０５、ステップＳ６１４
、ステップＳ６１９、ステップＳ６２５、ステップＳ６２８の点滅表示をさせる際に、第
４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）を消灯させ
るか否かを確認する（ステップＳ７５０）。消灯させる際（ステップＳ７５０：ＹＥＳ）
、主制御ＣＰＵ６００ａは、消灯のビットデータを設定し（ステップＳ７５１）、ステッ
プＳ７５８の処理に進む。
【０２９７】
　一方、消灯させない場合（ステップＳ７５０：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図３
０に示すステップＳ６０８、ステップＳ６１０、ステップＳ６３２、ステップＳ６３４、
ステップＳ６３６、ステップＳ６３８に基づいて、第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の
計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）に設定内容を確認する（ステップＳ７５２）。
「ｂＬ」であれば（ステップＳ７５２：＝ｂＬ）、「ｂＬ」のビットデータを設定し（ス
テップＳ７５３）、「ｂ６」であれば（ステップＳ７５２：＝ｂ６）、「ｂ６」のビット
データを設定し（ステップＳ７５４）、「ｙ６」であれば（ステップＳ７５２：＝ｙ６）
、「ｙ６」のビットデータを設定し（ステップＳ７５５）、「ｙＡ」であれば（ステップ
Ｓ７５２：＝ｙＡ）、「ｙＡ」のビットデータを設定し（ステップＳ７５６）、何れでも
なければ（ステップＳ７５２：「－」ｏｒ「０」）、「－」のビットデータ又は「０」を
表示させる場合は、「０」のビットデータを設定し（ステップＳ７５７）、ステップＳ７
５８の処理に進む。
【０２９８】
　かくして、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ７５１、ステップＳ７５３、ステ
ップＳ７５４、ステップＳ７５５、ステップＳ７５６、ステップＳ７５７の処理を終えた
後、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）のｂＬベー
スモニタワーク領域、ｂ６ベースモニタワーク領域、ｙ６役物比率ワーク領域、ｙＡ役物
比率ワーク領域をオフセットとして、例えば、「０」～「９」、「－」の表示パターンが
格納されている出力ＬＥＤデータテーブル（図示せず）から出力ＬＥＤビットデータを選
択する（ステップＳ７５８）。
【０２９９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、選択した出力ＬＥＤビットデータを第２の計測表示
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装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）に表示させる内容として
設定する（ステップＳ７５９）。
【０３００】
＜計測表示装置用出力処理の説明＞
　次に、図３１を参照して、図３０にて設定した表示内容を計測表示装置６１０に出力す
るための処理について説明する。
【０３０１】
　主制御ＣＰＵ６００ａは、図３１に示すように、図２９に示すステップＳ７００にて更
新するコモンカウンタをオフセットとし、出力する桁（すなわち、第１の計測表示装置６
１０Ａ，第２の計測表示装置６１０Ｂ，第３の計測表示装置６１０Ｃ，第４の計測表示装
置６１０Ｄの何れか）を主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ
）参照）より選択し、これを出力対象のＲＡＭ領域とする（ステップＳ８００）。
【０３０２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、出力対象のＲＡＭ領域より出力ＬＥＤビットデータ
を図示しないＬＥＤドライバに出力する（ステップＳ８０１）。これにより、第１の計測
表示装置６１０Ａ⇒第２の計測表示装置６１０Ｂ⇒第３の計測表示装置６１０Ｃ⇒第４の
計測表示装置６１０Ｄ⇒第１の計測表示装置６１０Ａ⇒・・・・の順にタイマ割込み処理
毎に点灯又は消灯表示されることとなる。
【０３０３】
　しかして、このような処理をすることにより、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）
参照）の表示内容を５秒毎に、リアルタイム計測表示データ、前回の計測結果表示データ
、ｙ６役物比率表示データ、ｙＡ役物比率表示データの４パターンの表示を交互に切り替
えることができる。また、このｙ６役物比率表示データ、ｙＡ役物比率表示データは、図
１５に示すステップＳ１２０にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルに基づ
いて算出されているため、設定値毎の算出又は表示が可能となる。なお、リアルタイム計
測表示データ、前回の計測結果表示データは、図１５に示すステップＳ１２０にて選択さ
れた設定値１～６用計数カウンタテーブルに基づいて算出されるものではないため、設定
値毎それぞれ共通の算出又は表示となる。
【０３０４】
　また、賞球入賞数管理処理２は、タイマ割り込み処理内で、図１０，図１１に示すステ
ップＳ４５の賞球入賞数管理処理１にて算出した値を計測表示装置６１０（図７、図８（
ａ）参照）に表示させる処理を行っているため、設定表示装置６２０（図７、図８（ｂ）
参照）に表示される設定値を変更中（図１０，図１１参照）、賞球入賞数管理処理１が実
行されなくとも、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に何らかの表示がされる
こととなるが、図１０，図１１に示すステップＳ４５の賞球入賞数管理処理１自体が実行
されていないため、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に不正確な表示がされ
る事態を防止することができる。
【０３０５】
＜計測表示に関する変形例の説明＞
　ところで、本実施形態においては、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の表
示内容を５秒毎に、リアルタイム計測表示データ、前回の計測結果表示データ、ｙ６役物
比率表示データ、ｙＡ役物比率表示データの４パターンの表示を交互に切り替えるように
したが、設定値毎のｙ６役物比率表示データ、ｙＡ役物比率表示データを表示させるよう
にしても良い。例えば、リアルタイム計測表示データ⇒前回の計測結果表示データ⇒設定
値１用ｙ６役物比率表示データ⇒設定値１用ｙＡ役物比率表示データ⇒リアルタイム計測
表示データ⇒前回の計測結果表示データ⇒設定値２用ｙ６役物比率表示データ⇒設定値２
用ｙＡ役物比率表示データ⇒・・・というように表示させるか、あるいは、任意に表示さ
せても良い。またこの際、所定時間ごとに表示を切替えるのではなく、設定変更スイッチ
６５０（図７参照）の押下によって、表示を切替えるようにしても良い。
【０３０６】
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　また、本実施形態においては、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の
計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメント
には、識別情報「ｙ６」、「ｙＡ」を表示させる例を示したが、それに限らず、設定値毎
の識別情報を表示させるようにしても良い。例えば、設定値１用ｙ６役物比率は、「Ｓ１
」、、設定値２用ｙ６役物比率は、「Ｓ２」、設定値３用ｙ６役物比率は、「Ｓ３」、設
定値４用ｙ６役物比率は、「Ｓ４」、設定値５用ｙ６役物比率は、「Ｓ５」、設定値６用
ｙ６役物比率は、「Ｓ６」、設定値１用ｙＡ役物比率は、「ＳＡ」、設定値２用ｙＡ役物
比率は、「ＳＢ」、設定値３用ｙＡ役物比率は、「ＳＣ」、設定値４用ｙＡ役物比率は、
「ＳＤ」、設定値５用ｙＡ役物比率は、「ＳＥ」、設定値６用ｙＡ役物比率は、「ＳＦ」
というように、設定値毎の識別情報を表示させるようにしても良い。またこの際、所定時
間ごとに、設定値１用ｙ６役物比率⇒設定値１用ｙＡ役物比率⇒設定値２用ｙ６役物比率
⇒設定値２用ｙＡ役物比率⇒・・・・というように、表示を切り替えるようにしても良い
。これにより、現在の設定値如何に係らず、遊技場（ホール）従業員は、全ての設定値に
対応するｙ６役物比率、ｙＡ役物比率の情報を確認することができる。
【０３０７】
　さらに、本実施形態においては、現在の設定値に応じた内容を表示させるだけでよいた
め、プログラム容量の削減を図るべく、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００
ｃｅ（図９（ａ）参照）のｙ６役物比率ワーク領域、ｙＡ役物比率ワーク領域には、現在
の設定値の算出値のみを格納する例を示したが、設定値毎の算出値を格納しても良い。こ
のようにすれば、上記説明した設定値毎のｙ６役物比率表示データ、ｙＡ役物比率表示デ
ータを表示させることが可能となる。
【０３０８】
　一方、本実施形態においては、賞球入賞数管理処理２の処理（図１８に示すステップＳ
２１５）を設定確認処理（図１８に示すステップＳ２１４）後に処理する例を示したが、
それに限らず、外部端子管理処理（図１８にステップＳ２１８）後に処理しても良い。こ
のようにすれば、ＲＡＭエラー（図１８に示すステップＳ２０６）、設定変更中（図１８
に示すステップＳ２０７）、設定確認中（図１８に示すステップＳ２０８）であっても、
計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の表示処理を実行することが可能となる。
なお、設定変更中は、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の表示を非表示にす
るか、又は、設定変更スイッチ６５０（図７参照）が押下される度に、設定値に応じたｙ
６役物比率表示データ、ｙＡ役物比率表示データを表示させるようにしても良い。また、
設定確認中は、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の表示を非表示にするか、
又は、設定変更スイッチ６５０（図７参照）が押下される度に、設定値毎のｙ６役物比率
表示データ、ｙＡ役物比率表示データを表示させるようにしても良い。
【０３０９】
　また、本実施形態において説明した、図１５に示すカウント処理では、賞球数等をカウ
ンタの値に加算する例を示したが、それに限らず、賞球数等をカウンタの値に加算しその
値を加工するようにしても良い。
【０３１０】
　また、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第２の計測表示装置６１０Ｂ，
第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメントに表示される比率情報は
、算出した値に小数点以下の数字がある場合、四捨五入して表示するようにし、算出した
値が１ケタの場合、十の位には０を表示し、算出した値が１００の場合は、９９を表示す
るようにすれば良い。
【０３１１】
　ところで、本実施形態においては、設定表示装置６２０の表示方法として点灯表示して
いる例しか示していないが、それに限らず、設定変更中、設定表示装置６２０の表示を点
滅表示させるようにしても良い。
【０３１２】
　また、本実施形態においては、計測表示装置６１０と設定表示装置６２０とを別々に設
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ける例を示したが、これに限らず、計測表示装置６１０を構成する４個の７セグメントの
１個を設定表示装置６２０とし、計測表示装置６１０と設定表示装置６２０とを兼用させ
ても良い。このようにすれば、部品点数を削減させることができる。なお、このように計
測表示装置６１０と設定表示装置６２０とを兼用させる際、電源投入後の設定変更期間中
は、設定値を表示させるようにし、それ以外の期間は、低確時（当たり抽選確率が通常の
低確率状態）に幾らの賞球がされたかの比率等に関する内容を表示させるのが好ましい。
また、設定変更期間中に限らず、設定確認期間中は、現在の設定値を表示させるのが好ま
しい。さらに、設定変更期間中、設定値を表示させている場合には、低確時（当たり抽選
確率が通常の低確率状態）に幾らの賞球がされたかの比率等に関する内容を計測するため
の計数処理（図１３に示すステップＳ６２）を実行するようにしても良いし、実行しない
ようにしても良い。またさらに、カウント処理（図１３に示すステップＳ６２）について
も同様に、実行するようにしても良いし、実行しないようにしても良い。しかるに、計数
処理（図１３に示すステップＳ６３）の実行の有無と、カウント処理（図１３に示すステ
ップＳ６２）の実行の有無を任意に組み合わせることにより、設定変更期間中に、設定値
を表示させている期間においても、低確時（当たり抽選確率が通常の低確率状態）に幾ら
の賞球がされたかの比率等に関する内容を計測させるか否かを任意に構成することが可能
となる。
【０３１３】
　また、本実施形態において、設定変更スイッチ６５０は、遊技者に有利な特別遊技状態
を発生させる確率の設定内容を変更させる機能だけを備え、その設定変更内容の確定は、
別のスイッチを設けて行うようにしても良い旨説明したが、そのスイッチは、ゲートから
なる普通図柄始動口４７に遊技球を通過させ、普通図柄始動口スイッチ４７ａ（図７参照
）にてその遊技球を検出させることによって、設定変更内容を確定するようにしても良い
。このようにすれば、部品点数を削減することができる。
【０３１４】
　また、本実施形態おいては、設定キースイッチ６４０に専用キーが挿入され、ＯＮされ
ると、設定変更スイッチ６５０にて、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設
定内容を例えば「１」～「６」の６段階で設定変更することができるようになっている旨
説明したが、それに限らず、発射ハンドル１６（図１参照）を回す動作、或いは、発射ハ
ンドル１６に設けられている図示しない発射停止スイッチの押下により、設定の変更又は
設定の確定をするようにしても良い。このようにすれば、部品点数を削減することができ
る。
【０３１５】
　また、本実施形態においては、設定表示装置６２０を１個の７セグメントで構成する例
を示したが、それに限らず、複数のＬＥＤを組み合わせる構成にしても良い。
【０３１６】
　また、本実施形態においては、設定表示装置６２０と、設定キースイッチ６４０と、設
定変更スイッチ６５０とを別々の部品で構成する例を示したが、それに限らず、設定表示
装置６２０と、設定キースイッチ６４０と、設定変更スイッチ６５０をユニット化して１
つの部品としても良い。このようにすれば、部品点数を削減することができる。
【０３１７】
　また、本実施形態においては、設定表示装置６２０に設定内容を表示する例を示したが
、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定が設けられていないパチンコ遊技
機１においては、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる確率の設定内容を表示しない
ようにしておくこともできる。
【０３１８】
　また、本実施形態においては、設定変更スイッチ６５０にて、遊技者に有利な特別遊技
状態を発生させる確率の設定内容を例えば「１」～「６」の６段階で設定変更できる旨を
例示したが、それに限らず、主制御基板６０に搭載されているＲＡＭクリアスイッチ６３
０又は図示しない音量変更用のスイッチ等で変更できるようにしても良い。このようにす
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れば、設定変更スイッチ６５０を新たに設ける必要がなくなり、もって、部品点数を削減
することができる。なお、設定変更できるスイッチに関しては、クリック感があるものが
好ましい。
【０３１９】
　また、本実施形態においては、図１０，図１１に示すように、遊技者に有利な特別遊技
状態を発生させる確率の設定値を変更する前に、４ｍｓ毎に定期的にタイマ割込みがかか
るようにＣＴＣの時間定数レジスタを設定する例を示したが、それに限らず、遊技者に有
利な特別遊技状態を発生させる確率の設定値を変更した後に、４ｍｓ毎に定期的にタイマ
割込みがかかるようにＣＴＣの時間定数レジスタを設定しても良い。例えば、ステップＳ
３４又はステップＳ３５の処理後に設ければ良い。
【０３２０】
　また、本実施形態においては、計測表示装置６１０に所定の表示をさせる処理と特別図
柄表示装置５０を点灯表示させる処理とを共通化しているため、図１８に示すステップＳ
２１７のＬＥＤ管理処理にて処理されるものとなる例を示したが、共通化せず、別々の処
理としても良い。すなわち、図１８に示すステップＳ２１７のＬＥＤ管理処理は、特別図
柄表示装置５０を点灯表示させる際の処理とし、計測表示装置６１０に所定の表示をさせ
る際は、また別の処理を設けても良い。
【０３２１】
＜スロット遊技機の例＞
　ところで、本実施形態においては、パチンコ遊技機を例に説明したが、勿論、スロット
遊技機にも適用可能である。例えば、スロット遊技機では、図３２～図３４に示すような
処理をすることができる。
【０３２２】
＜カウント処理＞
　図３２に示す処理は、主制御のメイン処理にて実行されるもので、主制御ＣＰＵ６００
ａは、先ず、回胴遊技が終了したか否かを確認する（ステップＳ１０００）。回胴遊技が
終了していなければ（ステップＳ１０００：ＮＯ）、カウント処理を終える。
【０３２３】
　一方、回胴遊技が終了していれば（ステップＳ１０００：ＹＥＳ）、ＲＡＭエラーフラ
グを確認する（ステップＳ１００１）。ＲＡＭエラーフラグがＯＮに設定されていれば、
「１」～「６」の何れかの値を示していないと判断し（ステップＳ１００１：ＹＥＳ）、
カウント処理を終える。
【０３２４】
　一方、ＲＡＭエラーフラグがＯＦＦに設定されていれば、「１」～「６」の何れかの値
を示していると判断し（ステップＳ１００１：ＮＯ）、現在の設定値をオフセットとして
、設定値に応じた計数カウンタテーブルを選択する（ステップＳ１００２）。
【０３２５】
　ところで、この計数カウンタテーブルには、設定値１～６に応じた内容が格納されてい
る。
【０３２６】
　すなわち、設定値１用計数カウンタテーブルには、
　設定値１用総払出カウンタ、
　設定値１用累計総払出カウンタ、
　設定値１用役物払出カウンタ、
　設定値１用累計役物払出カウンタ、
　設定値１用役物連続払出カウンタ、
　設定値１用累計役物連続払出カウンタ、
　設定値１用遊技回数カウンタ、
　設定値１用有利区間遊技回数カウンタ、
　が格納されている。
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【０３２７】
　設定値２用計数カウンタテーブルには、
　設定値２用総払出カウンタ、
　設定値２用累計総払出カウンタ、
　設定値２用役物払出カウンタ、
　設定値２用累計役物払出カウンタ、
　設定値２用役物連続払出カウンタ、
　設定値２用累計役物連続払出カウンタ、
　設定値２用遊技回数カウンタ、
　設定値２用有利区間遊技回数カウンタ、
　が格納されている。
【０３２８】
　設定値３用計数カウンタテーブルには、
　設定値３用総払出カウンタ、
　設定値３用累計総払出カウンタ、
　設定値３用役物払出カウンタ、
　設定値３用累計役物払出カウンタ、
　設定値３用役物連続払出カウンタ、
　設定値３用累計役物連続払出カウンタ、
　設定値３用遊技回数カウンタ、
　設定値３用有利区間遊技回数カウンタ、
　が格納されている。
【０３２９】
　設定値４用計数カウンタテーブルには、
　設定値４用総払出カウンタ、
　設定値４用累計総払出カウンタ、
　設定値４用役物払出カウンタ、
　設定値４用累計役物払出カウンタ、
　設定値４用役物連続払出カウンタ、
　設定値４用累計役物連続払出カウンタ、
　設定値４用遊技回数カウンタ、
　設定値４用有利区間遊技回数カウンタ、
　が格納されている。
【０３３０】
　設定値５用計数カウンタテーブルには、
　設定値５用総払出カウンタ、
　設定値５用累計総払出カウンタ、
　設定値５用役物払出カウンタ、
　設定値５用累計役物払出カウンタ、
　設定値５用役物連続払出カウンタ、
　設定値５用累計役物連続払出カウンタ、
　設定値５用遊技回数カウンタ、
　設定値５用有利区間遊技回数カウンタ、
　が格納されている。
【０３３１】
　設定値６用計数カウンタテーブルには、
　設定値６用総払出カウンタ、
　設定値６用累計総払出カウンタ、
　設定値６用役物払出カウンタ、
　設定値６用累計役物払出カウンタ、



(56) JP 2020-5686 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

　設定値６用役物連続払出カウンタ、
　設定値６用累計役物連続払出カウンタ、
　設定値６用遊技回数カウンタ、
　設定値６用有利区間遊技回数カウンタ、
　が格納されている。
【０３３２】
　それゆえ、例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用計数カウンタテーブル
が選択されることとなる。なお、上述した設定値に応じた計数カウンタテーブルは、主制
御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納されている。
【０３３３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ベル、スイカ、チェリーなどの小役、第１種特別役
物（例えば、レギュラーボーナス（ＲＢ））、第２種特別役物（例えば、チャレンジタイ
ム（ＣＴ））、普通役物（例えば、シングルボーナス（ＳＢ））による払出があるか否か
を確認する（ステップＳ１００３）。払出がなければ（ステップＳ１００３：ＮＯ）、主
制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ１００６の処理に移行する。
【０３３４】
　一方、払出があれば（ステップＳ１００３：ＹＥＳ）、ステップＳ１００２にて選択さ
れた設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総払出カウンタ（例えば、現
在の設定値が「２」であれば、設定値２用総払出カウンタ）の値に払出数分加算する（ス
テップＳ１００４）。なお、設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総払
出カウンタは、リングバッファとなっており、最新の６０００ゲームの払出をカウントで
きるようになっている。
【０３３５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ１００２にて選択された設定値１～６用
計数カウンタテーブルの設定値１～６用累計総払出カウンタ（例えば、現在の設定値が「
２」であれば、設定値２用累計総払出カウンタ）の値に払出数分加算する（ステップＳ１
００５）。
【０３３６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、第１種特別役物（例えば、レギュラーボーナス（Ｒ
Ｂ））、第２種特別役物（例えば、チャレンジタイム（ＣＴ））、普通役物（例えば、シ
ングルボーナス（ＳＢ））による払出があるか否かを確認する（ステップＳ１００６）。
払出がなければ（ステップＳ１００６：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ１
００９の処理に移行する。
【０３３７】
　一方、払出があれば（ステップＳ１００６：ＹＥＳ）、ステップＳ１００２にて選択さ
れた設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用役物払出カウンタ（例えば、
現在の設定値が「２」であれば、設定値２用役物払出カウンタ）の値に払出数分加算する
（ステップＳ１００７）。なお、設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用
役物払出カウンタは、リングバッファとなっており、最新の６０００ゲームの払出をカウ
ントできるようになっている。
【０３３８】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ１００２にて選択された設定値１～６用
計数カウンタテーブルの設定値１～６用累計役物払出カウンタ（例えば、現在の設定値が
「２」であれば、設定値２用累計役物払出カウンタ）の値に払出数分加算する（ステップ
Ｓ１００８）。
【０３３９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、第１種特別役物（例えば、レギュラーボーナス（Ｒ
Ｂ）、ビッグボーナス（ＢＢ））による払出があるか否かを確認する（ステップＳ１００
９）。払出がなければ（ステップＳ１００９：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステッ
プＳ１０１２の処理に移行する。



(57) JP 2020-5686 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

【０３４０】
　一方、払出があれば（ステップＳ１００９：ＹＥＳ）、ステップＳ１００２にて選択さ
れた設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用役物連続払出カウンタ（例え
ば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用役物連続払出カウンタ）の値に払出数分
加算する（ステップＳ１０１０）。
【０３４１】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ１００２にて選択された設定値１～６用
計数カウンタテーブルの設定値１～６用累計役物連続払出カウンタ（例えば、現在の設定
値が「２」であれば、設定値２用累計役物連続払出カウンタ）の値に払出数分加算する（
ステップＳ１０１１）。
【０３４２】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、回胴遊技が実行されたか否かを確認し（ステップＳ
１０１２）、回胴遊技があれば（ステップＳ１０１２：ＹＥＳ）、ステップＳ１００２に
て選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用遊技回数カウンタ（
例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用遊技回数カウンタ）の値をインクリ
メント（＋１）する（ステップＳ１０１３）一方、回胴遊技がなければ（ステップＳ１０
１２：ＮＯ）、ステップＳ１０１４の処理に移行する。
【０３４３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、有利区間回胴遊技が実行されたか否かを確認し（ス
テップＳ１０１４）、有利区間回胴遊技があれば（ステップＳ１０１４：ＹＥＳ）、ステ
ップＳ１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用有
利区間遊技回数カウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用有利区間
遊技回数カウンタ）の値をインクリメント（＋１）する（ステップＳ１０１３）一方、有
利区間回胴遊技がなければ（ステップＳ１０１４：ＮＯ）、ステップＳ１０１６の処理に
移行する。なお、この有利区間とは、リプレイ（再遊技）が高確率で当選して遊技者に有
利な条件で回胴遊技を行うことができるＲＴ遊技、所定の遊技回数の間、回胴の停止操作
順序（押し順）が合致することにより入賞可能なＡＴ役の押し順を事前に報知したり、あ
るいは当選役の種別を事前に報知したりしてＡＴ役の入賞機会を増加させるＡＴ遊技、又
はＲＴ遊技とＡＴ遊技とを併用して、通常遊技状態よりもリプレイ（再遊技）の当選頻度
が高くなって使用メダルを消費しにくく、且つ当選した小役がナビされることによって入
賞が得られやすくなるＡＲＴ遊技の何れかの遊技状態を示すものである。
【０３４４】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、計数処理を実行（ステップＳ１０１６）し、カウン
ト処理を終える。
【０３４５】
＜計数処理の説明＞
　この計数処理について、図３３を参照して説明すると、主制御ＣＰＵ６００ａは、まず
、ＲＡＭエラーフラグを確認する（ステップＳ１１００）。ＲＡＭエラーフラグがＯＮに
設定されていれば、「１」～「６」の何れかの値を示していないと判断し（ステップＳ１
１００：ＹＥＳ）、計数処理を終える。
【０３４６】
　一方、ＲＡＭエラーフラグがＯＦＦに設定されていれば、「１」～「６」の何れかの値
を示していると判断し（ステップＳ１１００：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、図３２
に示すステップＳ１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値
１～６用有利区間遊技回数カウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２
用有利区間遊技回数カウンタ）の値を図３２に示すステップＳ１００２にて選択された設
定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用遊技回数カウンタ（例えば、現在の
設定値が「２」であれば、設定値２用遊技回数カウンタ）の値で除算することにより、有
利区間比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）
参照）の有利区間比率ワーク領域に格納する（ステップＳ１１０１）。
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【０３４７】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図３２に示すステップＳ１００２にて選択された設
定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用連続役物払出カウンタ（例えば、現
在の設定値が「２」であれば、設定値２用連続役物払出カウンタ）の値を図３２に示すス
テップＳ１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用
総払出カウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総払出カウンタ）
の値で除算することにより、最新の６０００ゲームの連続役物比率を算出し、主制御ＲＡ
Ｍ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の連続役物比率ワーク領域
に格納する（ステップＳ１１０２）。
【０３４８】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図３２に示すステップＳ１００２にて選択された設
定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用役物払出カウンタ（例えば、現在の
設定値が「２」であれば、設定値２用役物払出カウンタ）の値を図３２に示すステップＳ
１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用総払出カ
ウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用総払出カウンタ）の値で除
算することにより、最新の６０００ゲームの役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの
計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の役物比率ワーク領域に格納する（ステ
ップＳ１１０３）。
【０３４９】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図３２に示すステップＳ１００２にて選択された設
定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累計連続役物払出カウンタ（例えば
、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累計連続役物払出カウンタ）の値を図３２
に示すステップＳ１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値
１～６用累計総払出カウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累計
総払出カウンタ）の値で除算することにより、累積連続役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ
６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の累積連続役物比率ワーク領
域に格納する（ステップＳ１１０４）。
【０３５０】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、図３２に示すステップＳ１００２にて選択された設
定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用累計役物払出カウンタ（例えば、現
在の設定値が「２」であれば、設定値２用累計役物払出カウンタ）の値を図３２に示すス
テップＳ１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１～６用
累計総払出カウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用累計総払出カ
ウンタ）の値で除算することにより、累積役物比率を算出し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計
測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の累積役物比率ワーク領域に格納する（ス
テップＳ１１０５）。
【０３５１】
＜表示更新処理の説明＞
　次に、図３３に示す計数処理にて算出した値を、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ
）参照）に表示する処理を、図３４を参照して説明する。なお、この処理は、主制御のタ
イマ割り込み処理にて実行される。
【０３５２】
　図３４に示すように、主制御ＣＰＵ６００ａは、まず、ＲＡＭエラーフラグを確認する
（ステップＳ１２００）。ＲＡＭエラーフラグがＯＮに設定されていれば、「１」～「６
」の何れかの値を示していないと判断し（ステップＳ１２００：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ
６００ａは、計測表示装置６１０（図７参照）の第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ
）参照）、第２の計測表示装置６１０Ｂ（図８（ａ）参照）、第３の計測表示装置６１０
Ｃ（図８（ａ）参照）、第４の計測表示装置６１０Ｄ（図８（ａ）参照）に「―　―　―
　―」を表示又は非表示データを作成し（ステップＳ１２０１）、ステップＳ１２１８の
処理に移行する。これにより、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計
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測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントに
は、「―　―　―　―」が表示又は非表示されることとなる。
【０３５３】
　一方、ＲＡＭエラーフラグがＯＦＦに設定されていれば、「１」～「６」の何れかの値
を示していると判断し（ステップＳ１２００：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、計数タ
イマの値を確認する（ステップＳ１２０２）。計数タイマが５秒に相当する値となってい
なければ（ステップＳ１２０２：ＮＯ）、計数タイマの値をインクリメント（＋１）し（
ステップＳ１２０３）、ステップＳ１２０８の処理に移行する。
【０３５４】
　一方、計数タイマが５秒に相当する値となっていれば（ステップＳ１２０２：ＹＥＳ）
、計数タイマをクリアし（ステップＳ１２０４）、表示切替カウンタの値をインクリメン
ト（＋１）する（ステップＳ１２０５）。
【０３５５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、表示切替カウンタの値を確認し（ステップＳ１２０
６）、５以上であれば（ステップＳ１２０６：ＹＥＳ）、表示切替カウンタをクリアし（
ステップＳ１２０７）、５以上でなければ（ステップＳ１２０６：ＮＯ）、ステップＳ１
２０８の処理に移行する。
【０３５６】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ１２０３、ステップＳ１２０６：Ｎ
Ｏ、ステップＳ１２０７の何れかの処理を終えた後、表示切替カウンタの値を確認する（
ステップＳ１２０８）。表示切替カウンタ値が０であれば（ステップＳ１２０８：０）、
主制御ＣＰＵ６００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（
ａ）参照）の有利区間比率ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０
（図７、図８（ａ）参照）に表示させる表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計
測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ１２０９）。これ
により、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，
第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「７Ｕ」
が表示され、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参
照）の７セグメントには、図３７にて算出した比率情報が表示されることとなる。
【０３５７】
　一方、表示切替カウンタ値が１であれば（ステップＳ１２０８：１）、主制御ＣＰＵ６
００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の連
続役物比率ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（
ａ）参照）に表示させる表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域
６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ１２１０）。これにより、計測表
示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示
装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「６Ｙ」が表示され、第
２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメ
ントには、図３３にて算出した比率情報が表示されることとなる。
【０３５８】
　また、表示切替カウンタ値が２であれば（ステップＳ１２０８：２）、主制御ＣＰＵ６
００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の役
物比率ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）
参照）に表示させる表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６０
０ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ１２１１）。これにより、計測表示装
置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示装置
６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「７Ｙ」が表示され、第２の
計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメント
には、図３３にて算出した比率情報が表示されることとなる。
【０３５９】
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　また、表示切替カウンタ値が３であれば（ステップＳ１２０８：３）、主制御ＣＰＵ６
００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の累
計連続役物比率ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図
８（ａ）参照）に表示させる表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ
領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ１２１２）。これにより、計
測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測
表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「６Ａ」が表示され
、第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セ
グメントには、図３３にて算出した比率情報が表示されることとなる。
【０３６０】
　また、表示切替カウンタ値が４であれば（ステップＳ１２０８：４）、主制御ＣＰＵ６
００ａは、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）の累
計役物比率ワーク領域に格納されている値に基づき、計測表示装置６１０（図７、図８（
ａ）参照）に表示させる表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域
６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ１２１３）。これにより、計測表
示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１０Ｄ，第３の計測表示
装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントには、識別情報「７Ａ」が表示され、第
２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）参照）の７セグメ
ントには、図３３にて算出した比率情報が表示されることとなる。
【０３６１】
　かくして、上記ステップＳ１２０９～ステップＳ１２１３の何れかの処理を終えた後、
主制御ＣＰＵ６００ａは、表示数値の値を確認する（ステップＳ１２１４）。すなわち、
有利区間比率を表示させる場合、その比率が７０％以上、又は、連続役物比率を表示させ
る場合、その比率が６０％以上、又は、役物比率を表示させる場合、その比率が７０％以
上の場合（ステップＳ１２１４：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、比率情報の点滅表
示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参
照）に格納する（ステップＳ１２１５）。これにより、計測表示装置６１０（図７、図８
（ａ）参照）の第２の計測表示装置６１０Ｂ，第１の計測表示装置６１０Ａ（図８（ａ）
参照）の７セグメントに表示される比率情報が点滅表示されることとなる。なお、点滅表
示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の０．６秒周期である。
【０３６２】
　一方、有利区間比率を表示させる場合、その比率が７０％以上でなく、又は、連続役物
比率を表示させる場合、その比率が６０％以上でなく、又は、役物比率を表示させる場合
、その比率が７０％以上でない場合（ステップＳ１２１４：ＮＯ）、主制御ＣＰＵ６００
ａは、ステップＳ１２１６の処理に移行する。
【０３６３】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ１２１４：ＮＯ、ステップＳ１２１
５の何れかの処理後、ゲーム数を確認する（ステップＳ１２１６）。すなわち、図３２に
示すステップＳ１００２にて選択された設定値１～６用計数カウンタテーブルの設定値１
～６用遊技回数カウンタ（例えば、現在の設定値が「２」であれば、設定値２用遊技回数
カウンタ）を確認する（ステップＳ１２１６）。連続役物比率又は役物比率を表示させる
場合、６０００ゲームに到達していないか、又は、累計連続役物比率又は累計役物比率を
表示させる場合、１７５０００ゲームに到達していない場合（ステップＳ１２１６：ＮＯ
）、主制御ＣＰＵ６００ａは、識別情報の点滅表示データを作成し、主制御ＲＡＭ６００
ｃの計測用ＲＡＭ領域６００ｃｅ（図９（ａ）参照）に格納する（ステップＳ１２１７）
。これにより、計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）の第４の計測表示装置６１
０Ｄ，第３の計測表示装置６１０Ｃ（図８（ａ）参照）の７セグメントに表示される識別
情報が点滅表示されることとなる。なお、点滅表示は、点灯０．３秒、消灯０．３秒の０
．６秒周期である。
【０３６４】
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　一方、連続役物比率又は役物比率を表示させる場合、６０００ゲームに到達しているか
、又は、累計連続役物比率又は累計役物比率を表示させる場合、１７５０００ゲームに到
達している場合（ステップＳ１２１６：ＹＥＳ）、主制御ＣＰＵ６００ａは、ステップＳ
１２１８の処理に移行する。
【０３６５】
　次いで、主制御ＣＰＵ６００ａは、上記ステップＳ１２１６：ＮＯ、ステップＳ１２１
７の処理後、ステップＳ１２０１、ステップＳ１２０９～ステップＳ１２１３、ステップ
Ｓ１２１５、ステップＳ１２１７にて作成した表示データが、計測表示装置６１０（図７
、図８（ａ）参照）が出力され（ステップＳ１２１８）、表示更新処理を終える。これに
より、算出したデータが計測表示装置６１０（図７、図８（ａ）参照）に表示されること
となる。
【０３６６】
　しかして、上記のような処理をすれば、スロット遊技機でも、パチンコ遊技機での処理
と同様の処理が可能となる。
【符号の説明】
【０３６７】
１　　　　　　　　　　　パチンコ遊技機
４１　　　　　　　　　　液晶表示装置
４４　　　　　　　　　　特別図柄１始動口
４４ａ　　　　　　　　　特別図柄１始動口スイッチ
４５　　　　　　　　　　特別図柄２始動口
４５ａ　　　　　　　　　特別図柄２始動口スイッチ
４６　　　　　　　　　　入賞装置
４６ｃ　　　　　　　　　大入賞口スイッチ
４８　　　　　　　　　　一般入賞口
４８ａ　　　　　　　　　右上一般入賞口
４８ａ１　　　　　　　　右上一般入賞口スイッチ
４８ｂ　　　　　　　　　左上一般入賞口
４８ｂ１　　　　　　　　左上一般入賞口スイッチ
４８ｃ　　　　　　　　　左中一般入賞口
４８ｃ１　　　　　　　　左中一般入賞口スイッチ
４８ｄ　　　　　　　　　左下一般入賞口
４８ｄ１　　　　　　　　左下一般入賞口スイッチ
４９ａ　　　　　　　　　アウト口スイッチ
６０　　　　　　　　　　主制御基板
６００　　　　　　　　　ワンチップマイクロコンピュータ
６００ａ　　　　　　　　主制御ＣＰＵ
６００ｂ　　　　　　　　主制御ＲＯＭ
６００ｃ　　　　　　　　主制御ＲＡＭ
６１０　　　　　　　　　計測表示装置（第１表示手段）
６２０　　　　　　　　　設定表示装置（第２表示手段）
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